


平年軍学平平や牢乎牢乎や牢乎や牢乎牢乎牢乎平平や牢乎や牢乎宇牢乎牢乎平牢乎牢乎平や平年

ま　　え　　が　　さ

昭和4 7年度県下qj繊維地場産業t,Jま,経済環境の不安をムードのをかで

スタートしましたが,金融V'IJ緩和. ljij内需要の増大などから意外と回復が

早く版調を生産を続けました｡

しかし,最近の発展途上国繊維産業の急激葱成長ふわは,今後楽観を許

さない事態が予想されるとともに,匡i内に_おいても労働力需給の異常なひ

っ追,需要構造の急激な変化,あるいは環境整備による公害対策をどさび

しい試練をうけております｡

こうした諸問題を前提として,各産地とも高度化事業に積極的に取り組

み改善の意欲は盛んでありますが, 70年代のピジョン知識集約化に向か

っては,創意=夫の企業努力は勿論のこと,これに対する当所の技術開発

と指導あるいは情報の提供をど,その果たすべき役割の重大さを痛感Lて

おります｡

お蔭をもちまして昭和4 6年度から取りかかった当指導所の改築=事も,

本年度の競紋および染色仕上加工実験棟の完成によって,指導体制も一応

充実しましたので,更に一層のど活用をしへただき職員一同技術の研鉾に努

力したいと考えております｡

これは,昭和4 7年度実施した研究の内容と業務の概要をまとめたもの

で,これを報告し関係各位のご指導とどべんたつをお願いします｡

昭和48年12月1日

滋賀県繊維工業指導所

所長　今　井　信　次　郎

華やや牢乎中卒宰牢乎平野や竿牢乎や率や畢畢平年や牢乎平牢乎軍牢や牢乎牢乎や牢乎や牢乎宰







1･位 置

滋賀県繊維=業指導所　滋賀県長浜市三ツ矢元町27番汐号〒526電話(長浜代表)② lA92番

能登川支所　能登川町佐野　干521-12　電話(能登川)②0017番

高　島　支　所　新旭町新庄　〒520-15　電話(新　旭)　2145番

3.規 模

5-1土地および建物(昭和47年現在)

明治44年　4月

大正　4年　4月

大正　8年　4月

昭和1 1年　4月

昭和1占年　4月

昭和18年10月

昭和19年　5月

昭和21年　5月

昭和27年　4月

昭和50年　9月

昭和52年　4月

昭和5占年　5月

昭和40年　4月

昭和42年　5月

昭和45年　9月

昭和47年　5月

昭和48年　5月
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2･沿　　　　　　　革

滋賀県立長浜.能登川工業試験場をそれぞれ設立

長浜.能登川両場を合併し,滋賀県工業試験場とそし,能登川に本場を

置き長浜を分場とする｡

滋賀県能登川.長浜=業試験場の2場に分割するo

能登川工業試験場高島分場を設置

能登川=業試験場を滋賀県染散共同加=指導所と改称

高島分場察止

長浜=菓試験場を滋賀県工業試験場と改軌染輸共同加工指導所内に併

設

染鼓共同加工指導所を岸止

滋賀県立長浜.能登川商工業試験場をそれぞれ設立

能登川=業試験場と長浜=業試験場とを合併し.滋賀県立触鮭工業試験

場を設置

滋賀県立能登川_長浜繊維工業試験場の2場とする｡

長浜,能登川雨繊維=業試験場を廃止

滋賀県政経=業指導所を設置し.長浜に本所を.能登川と高島にそれぞ

れ支所を置く｡

高島支所新築

能登川支所に裁縫開放試験室併設

高島支所移転新築

能登川支所図案童増築

本所本銘新築　所長.職員公舎改築

縞敵および染色仕上加工実験棟新築

本　　　所　　　敷　　地

能登川支所

高　島~支所

合　　　　計

5･占54･01znB

建　　　物

本　　館(鉄筋コンクリート造2階建)　　占9 5- 5 0ml

実　験　棟( 〝　　u　　平家建)　　872.04zzP

ポイラ-垂(p u　　　〝 )　　　58.55ⅡF

公舎(窟葺)(コンクリート7.レ-ブ造2倦建)5戸　1 49. 4 ｡Ⅰ㌔

その他附属建物(ポy7.亀車鼠自転車置場)　　5 6. 5 5血‡

計　1,789. 881が

貴　　地　　　　　　　　　　　　　　　　　245.00nt

建　　物　(鉄骨温平家建)　　　　141.25mi

敦　　地　　　　　　　　　　　　　　　　　占61.25n.

建　　物　(鉄骨造.平家連)　　　　　205.78血生

敦　　　地

建　　　物

6, 56　0. 24ⅡP

2. 1 56. 89d

<施設整備事業の概事>

本所施設については旧建物の老朽化と.進展する時代の変化に対応した指導体制の整備をは

かるため･昭和4 8年以来.指導所の施設整備事業を実施し.全面的を改築整備を行った.

昭和4 6年度第1期=事把かhて妊本館および公舎の建*, 4 7年度粛2期工事についてQL

夷験棟等の建築を施行し,面目を一新した施設に変貌し左｡

4 8年度以臥一部付帯施設や壊境整備の事業を残してVlるが,基幹的を施設の完成を横に,

その概要を次のとおか記魚するo

l･昭和46年度第1期工事-基礎的研究施設(本館)および所長.敬具公舎の建設

(I)事　業　内　容
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合　食公　公長　員所　蔵②

他のそ③

鉄筋コンク])-ト造2階建一一一-一一一-一一一一-ld95150np

事務室･技術相談室･研修室･物理･イ蝉･染色.機器男顔.恒温

恒湿各試験室.図書資料室個室･機械室･警備員童･ %晶倉庫等

コンクリートプレ-ブ造　2階建(5戸建1棟ト--149.44m3

所　長　公　舎　1戸

職　員　公　舎　　2戸

-~~~~~~-~~~-~~-　57.08血1

-I--~~~…~~~1--　92.56d

実験台･作業台等の附帯設備･高圧受電装置･排水倒幕･自転車置

場(移設)

(2)草葉予算額

工事請負費

備品購入費

〔設計管理費)

事　業　費　計

(3)設　計　管　理

滋賀県建築課

(4)工事施行者

土質調査ポーリング
工　　　　　　事

本体建築工事

給排水空調設滞工事

電　気設備工事

58,459千円

1.800千円
)計　60.259千円

1929千円

占2･168千円　(財源内訳｢般財源)

京都市伏見区横大路銀の本町2 1 - 1

近我ポーリング株式会社

長浜市三ツ矢元町占-1 9

(契約額)

28D千円

株式会社　材筒=務店　58,250千円

大津市札の辻6 -5

(秩)大鳥居工業所大津出張所　15.240千円

彦根市河原町5丁目占-1 9

共　同　電　気　株式　会社　　占.458千円

計　　60,200千円

2･昭和47年度第2期工事-==実験棟の建設

(1)事　業　内　容

①実　験　棟　鉄筋コンター)-ト造平家建

鏑鼓実験棟

872.04】ガ

--~~~~~~1--~~~=-一一一--　576.00㌦

編放実験室潤級準備実験室･湿式撚糸童･糊付垂･=作重･機

科童.原材料室

染色仕上加=実験棟-一一一----一一一一---一一一一225.00血B

染色仕上加工葵教室･染色実験室･染色準備室･薬品宝･電着童

乾燥室

②　ボイ　ラ　ー繋

㊥　ポ　ン　プ　重

④　そ　の　他

(2)事業予阜額

工事謁負費

備品講入費

そ　　の　　他

(設計管理費)

事　業　費　計

(3)設　計　管　理

滋賀県建築課

(4)工事施行者

本体建築工事

磯城設備工事

電気設備工事

温調機械室その他1---一一一一一一一一一一-一一一一一- 71.04m2

鉄筋コンクTj-ト造平家建----一一一-一一---一一58.55m9

コンクリートブロック造平家建-----一一一-一一一　8.10mB

高圧受電装置増設場内交換電話設備備品･機械移転鮒等

75,515千円

1,500千円

2.854千円 i

79.869千円

2.481千円

82･550千円(財源内訳　一般財源)

(契約額)

長浜市三ツ矢元町6-1 9

株式会社　材筒工務店　45.875千円

大津市札の辻占-5

篠)大鳥居工業所大津出張所　19,940千円

大津市馬場1丁目4-20

協成電気設備株式会社　　9.700千円

計　　75,515千円

3･昭和48年度第3期工事-附帯施設の建築および環境整備

(1)事　業　内　容

①　附帯建物施設

②　外　債　工　事

(2)事業予算額

(3)設　計　管　理

(4)工事施行者

I-~~-…--~~ー叫~~---------一一一一一一一一一55.42d

渡廊下棟(本館と実験棟との連絡棟)鉄　骨　造14.5Dzn9

排水処理棟-------I--　　d　　　20.92Ⅰ㌔

塀働前酎およ聯水側溝-叫,fLP三三粁　- 0 0-

正門および通用門

放流ビット(排水放流槽)-一一--一周園フM劉109.6 mB

=事請負費　　6,占28千円

(設計管理費)　　221千円

事　業　費計　　6･849千円　(財源内訳　-｣投財源)

滋賀県建築課

長浜市三ツ矢元町占-19　株式会社　材尚工務店
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‖暫情態 
W●C 

図書資料室 

物理試験室 

暗 塞 刹Z術相談室_ 

i玄関 �� 

事務室 � 

ノレ 本館機械室 

蕎イ警_賃 

鰭本節



3-2　　組織および業務分速

人事,給与,予算に関することo

車

理　用経　公

施設一　財産の管理に関すること｡

物品.文書事務に関すること｡

ボイラーの管理その他｢投庶務LIC関すること｡

技術指導係

試験研究係

能登川支所

高島支所I

技術者研修および研修事業に関することo

巡回技術指導等指導業務に関することo

染色整理関孫の試験研究に関すること｡

公書防止技術の試験指導VC関することo

染色,化学分析等の依頼試験に関することo

機関紙の発行.文献資料に関すること｡

編級関係の試験研究に関すること｡

績織関係の技術指導に関すること0

第歳関係の依頼試験.および設備利用に関すること｡

技術指導に関すること.

依頗試験および設備利用に関することo

染放デザインの創作指導に関すること｡

技術指導に関することo

依頗試験および設備利用に関すること｡

3-5　哉　員　構　成

長　負　債　長

門　務　係

所　等　庶 技　術　吏　員

〝

技術指導係

係　長(栄)　技　術

主　　査

試験研究棟

係　長　　　　　技　術

能登川支所

主　　任

高　島　支　所

主　　任

〟

〟

〟

〟

〃　　　〃

〃　　　〃

〟

邑　貝　員更　吏　吏術　務　術技　事　技

辻　本　書　中　斉 居　田　多　川　藤

村　林　川　村永　　本川　書取　島　田西　小　前木福　　尾中大　鹿川青

内　鴨　川　　　堀　山　山　中 藤貫添　　井田西川

戯　未　　宣　代　弘　郎　雄次

善　　義文　芳一重

天幸次義行　　次哲真寿子　居菩　昌　春　忠泰　　豊　　　善　良克

佑

利　紀　　卓

9

静一茂

男　美　清　天



3-4　主要設備機械および整備状況

主　要　設　備　機　械

田　本　　　　　　所

力親機(棉.ビロード)

自動放機(管,梓替)

レビ7ルーム

リング撚糸機

イメ1)一式怒糸機

八丁式撚糸機

サン7°ルラッセル機

スク7) -y凍染横

ロール捺染機〔手動)

真空糸蒸装置

需　白　機

電気植毛機

揚柳ローラー

張力言胡象装置

ノレ-ムアナライザー

万能抗張力試験機

布破断強力試験横

糸強伸鹿試験機

収縮度試験墳

モーメント測定機

フェードテスター

測色色差計

染色物挙擦堅牢慶試験機

照度計,直示天秤

クロックメーター
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く製　放　関　係>

<染色仕上関係>

<試験品質管理関係>

農　産　椴

自動緯管巻機

チーズワインダー

糸　繰　機

合　糸　機

クイングマシン

リードドローイングマシン

高温高圧染色機

高温高圧チーズ染色機

噴射式緒染機

布　染　機

高温熱処理機

精　錬　槽

電子頻徽鏡

糸抱合力試験機

通気度試験機

保温性試験機

柔軟度試験機

ドレープテスター

ストロボスコープ

ラタンダーテスター

光電分光光度計

恒温恒湿槽

ダイオメーター

赤外分光光度計

鼻　音　計

田　能　登　川　支　所

染色摩擦堅牢慶試験機

ストロボスコープC

糸強伸度試験横

糸抱合力試験機

直示天秤

田　高　島　支　所

力放機(綿用)

自動敵機(綿用)

布強伸慶試験機

低高温装置引張試験機( 500晦)

ストロボスコープ

番手測定計

迅速水分計

布引裂試験機

布摩擦試験機

検　撚　機

番手測定機

スクラブオメーター

試験用捺染頗(手動)

実体頴徽鏡

イクリ一式撚糸横

リング撚糸機

無芯管巻機

糸漁伸慶試験機

蕗糸張力計

タイヤコード試験機( 50kF)

天　　秤

布破裂試験機

設　整　備　状　況

○技術開発研究費補助金事業に上る施設

凍集活性汚泥地理隻患(能力200gT8H)　　2, 7 0 0千円

B O工)自動淵定記録装置

溶存酸素分析計

超音波発壊装置

中小企業技術指導施設費神助金事業に上る施設

両側4丁椿替小巾絹歳磯

クリッパールーム　両側4色

合　撚　機　　52塵

ポビyワインダー(八丁下管用自身式6塵)

雑　煮　槽

ユニサイザ-(高速型5垂)

引　箔鼓機(雨脚dT)

ローラー梯付機(二段ローラー式)

高速度カメラ一式(1占型)

2.4D ロ千汚

520千円

480千円

1.205千円

2.2占5千円

800千円

570千円

400千円

710千円

1.180千円

450千円

1,500千円

MPボイラー( 120瑚1.伝熟面横162m2) 5,8DO千円
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(4)染色,精練排水の地理実演会開催

4-2　講習会,研究会などの開催

(1)浜ちりめん研究会の開催

月　　　日　　　　　4　月　4　日

場　　　所　　　　　浜ちbめんセンター

内　　容　　　　暁会が蒐集した放物見本の解説｢ 70生代の放維工業｣について講演

講　師　耗=軌　=博　坪井弘司

参　加　者　　　　　浜ちbめん瞭会貞　40名

(2)高島織物技術研究会の開催

月　　　EI　　　　　6　月　2D El

場　　　所　　　　　高島織物工業協同組合

実　演一当所有島支所

内　　　容　　　　　撮み級の製放法と実演

指　導　員　　　　当所技師　大　音　真

参　加　者　　　　　高島織物業者　20名

(3)中小企業技術改善講習会の開催

日　所　容月　場　内 7　月　21日

当　　所

ィ.繊維=業のコンピューター利用

工業技術院繊維高分子材料研究所

工縛　　川　上　達　也

ロ.二重穂放物の研究発表

荒田鼓物有限会社

代表取締役　克　田　鹿　嘉

ハ.両耳織成多色無椅敵機の機構

津田駒工業株式会社

技術部次長　　中　西　政　一

参　加　者　　　　全国試験研究機関および地元業界　55名

16

月　　　日

所　著　者

演　加

壕　実　参

(5)

7　月　25日

当　　　所

カネボウエンジニア1)ング株式会社

染色整理関係業者　1 7名

鐘製工業の生産管理普及講習会開催

日　所　催　容月　場　共　内 8　月　22日～8　月　25日

滋賀潜行愛知川支店会議室

当所と中小企業設備貸与協会

ィ.巡回技術指導から見た縫製工場管理の改善点

ロ,縫製=壕の原価管理と省力化

講　　師　　　　技術士　　中　村　　亘

(6)細研究会の開催

月　　　日　　　　　8　月　22日

場　　　所　　　　　浜ちbめんセンター

内　　容　　　　紬の試作とその商品価値調査の発表

発　表　巻　　　　尾本試験研究床長,塵取席師

参　加　者　　　　ちbめん,細業者　50名

(7)技術者研修の特別講座開催

日　所　座　師月　場　講　誇 8　月　25日

高島艶物工業協同組合会議室

最近の繊維機械の野向

工業技術院繊維高分子材料研究所

工肯　　坪　井　弘　司

参　加　者　　　　研修生外高島業界　40名

(8)浜友禅稼働分析結果の発表会開催

日　所　容　者

表

月　場　内　発 9　月　4　日

浜友禅放物協業組合

製級工程別の稼働調査と機械の停滞原因分析繕果発表

尾本試験研究係長外担当技師
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(9)中小企業技術改善講習会の開催

月　場　内

所　容

10　月　5日

当　　　所

ィ.廃アンモニアガスの有効利用法

日本染化工業株式会社

技師長　小　松　　錬

ロ.公害を貴くする染色技術

名古屋市工業研究所

副部長　工樽　根　本　義　郎

参　加　者　　　全国試験研究機関と地元業界　42名

(X))ふとん地技術研究会の開催

月　　　日　　　　10　月　20日

場　　所　　　　湖東繊維工業協同組合

内　　容　　　　市境調査の報告と来夏向ふとん地創作図案の発表

発　表　者　　　　嶋貢技師

参　加　者　　　　ふとん地業者　10名

(ll)全国洗練試験場巡回図案展示会の開催

月　　日　　　10月　25日　能登川町公民藷

10　月　24日　　本　　所

(12)第14回県接雄製品品評会の開催

主　　　催

月　　　日

所　晶　晶

賞

揚　出　入

滋賀県,滋賀県頼経協会

12　月　8日～12　月　9日

滋賀県教育会館干大斬

54社-180点

通商産業大臣賞　外　20点

(13)ビロードコート地のデザイン研究会開催

日　所　容月　場　内

18

1月　25El

醒井りようぜん

コート地デザインの試作発表　20点

コート地の市場調査の結果発表

19

参　加　者　　　　髭井ビロード業者15名

(14)生糸講習会の開催

:

月　場　テ　誇

所　マ　師

2　月l d日

浜ちりめんセンター

最近の製糸伎術と糸の性状について

京都=芸繊維大学触工学科

助教授　　青　田　　勝

参　加　者　　　　浜ちbめん研究会見　40名

(15)公害防止に関する講習会開催

日　所　容月　場　内

参　加　者

2　月　22日

当　　　所

生糸下津簾液の処理方法にっし(て

本　所　授師　中　川　　菅

製親=壕の患者防止対策について

北陸蚤普防止コンサルタント

所　長　朝　井　十四郎

ちbめん業者　50名

(16)蛋音防止と厚歳の晶質向上に関する講習会開催

日　所　容月　場　内

参　加　者

5　月1占日

高島続物=業協同組合

轟音とその防止対策について

北陸騒音防止コンサルタント

所　長　朝　井　十指郎

厚軌の晶質向上につhて

本　所　技師　大　音　　真

高島裁物業界　14名



4-5　巡回技術指導の実施

一　般　巡　回　技　術　指　導

(1)ふ　とんカ　バー縫製業

指導期間　　　　　7月10日～7月14日

指導工場　　　　　愛知川町　松源産業株式会社

〝　　　西村工業扶式会社

〝　　滋賀麻縫製株式会社

〝　　　淡海物産株式会社

〝　　株式会社五能商会

指導内容　　　　　=程管理.労務管理指導

指　導　邑　　　　　中村技術士事務所長　　中

本~　　所　　専門員　　西

〝　　　　主　査　　小

亘　夫　華

薯　昌

村村　林

報　告　会　　　　　8　月　22日

(2)友　禅　織　物　業

指導期間　　　　　9月18日～9月22日

指導工場　　　　　長浜市　浜友禅織物協業組合

組合員　8企業

指導内容　　　　　友禅加工の作業改善と品質管理

指　導　員　　　　　中村技術士事務所長　　中　村

宮　地

長　沢

本　　所　所　長　今井倍

専門員　　西　村

主　査　　小　林

技　師　　前　川

技　師　　鹿　取

′報　告　会　　　　10月　26E]

(3)高島工業資材稔物業

指導期間　　　　12月11日～12月15日

指導=場　　　　安長川町　杉本織布=場

新旭町　アサヒ織布株式会社

〝　　土井級布株式会社

〝　　　鮒藤放物株式会社

〝　　駒田散布株式会社

指導内容　　　　　放物工場の外注と品質管理

指　導　員　　　　　中村技術士事務所長

20

亘　賢　明

広

汰

善　昌　春善

鮎　夫　幸次　寿

中　村　　　亘

宮　地　　　貿

21

長　沢

本　　所　　　専門員　西　村

高鳥支所主任　堀　井

報　告　会　　　　　2　月14日

易　巡　回　技　術　指　導

(1)耕　地　物　薬

指草月　日

指導工場
三瀬導内容

指　導　員

2)友　禅　棲　物　菓

日 導月　日

指導工場

指導内容

指　導　員

(3)捲　　穀　　葉

指導月　日

指導工場

指導内容

指　導　員

4)鞍推工業一般

指導月　日

指導工場

指導内容

指　導　員

10月16日～10月17E]

高島地区放物業　1 1 =場

メイングマ･/ソの管理方法

藤堂製作所　　技肺

当　　所　高島支所主任

〝　筏姉

明　夫　男広､善利

夫　男清=リ　.HU

貝　イ不合　井百出　堀　山

1 1月16El

長浜市　　浜友禅艶物湯葉組合

引染技術

京都市染織試験場　　　　主任 良究研

南　天幸次行正　喜昌　春春賀村林川永北西小前福

邑　査師門　　　　〃専主　技所本

1 1月27日～1 1月28日

長浜市　　大塚産業株式会社

縫製工場の作業改革

中村技術士事務所長　　　中

本　　所　　専門邑　　酉

主　　査　　小

5　月15日～5　月　20El

設備貸与工場　1 1企業

貸与効果と事後指導

本　　所　　　専門員

高鳥支所主任

技師

〝

西　堀　前　川

〝　　　鹿

夫　男　次　茂　寿善　利　春　　善村　井　川　添　取



4-4

(1)コ　ー　ス　名

(2)研　修　期　間

(3)研　修　場　所

(4)研修科目と講師

(5)修　　了　　者

中小企業中期技術者研修の実施

繊　　　維

7月5日～8月28日

毎週月水金の夜学5時間

座学,高島放物=業協同組合

実習　本所有島支所外5カ所

別　　　記

受講者59人のうち出席率80車以上の1 7人に対し,知事の修

了証春を授与する｡

研修科目と時間および講師

科目 �1 ~内容 倬隴B�t諦師 

座 学 兩ｩZ依I{��各種戟経の性能 幡B�元滋賀県立毎期大義教授田正 

■製鞄準備 僞�鏐ｴ�,ﾈｴ�ﾕﾈ,h竧儀��ﾂ�5 忠(���&�58ﾔ引｢�敲��攣+u�ｩ%Z8ﾉ�%Z4ﾅ��2�

1 】〝 佝�X,ﾈ��OXｴ�､"�I 5 宙ｽX+Y[ﾉE�ﾈv�8xｶ�u��

〟 [ 豫xｪｨ侍,ﾈｴ�ﾕﾈ,h竧宜*"�5 ��ｩ68ｴ�､"�(���Yｨﾊ儘��ｨｵｨ��益D8�)gｹ|y&｢�

i力織機溝 �+85(6(7h6�4h985x��ｮx,h竧宜*"���5 兌ﾘｮﾉ��r俣ｸ嫌:�Eｹ?��

〟 I i 白�6ﾘ8ﾂﾘ8�8�48985�F8,$ﾃ�,B�5 �8�)�ｸﾞﾂ�(�����査��侍馼ｼiYHｼｩm綾�爾�

〟 鰭784�ﾍｸ��,ﾈ��hｸ,e�ｨ宜*"���5 定ﾇ映�洩8揺揵�ﾈﾜ��

〟 �5h8867Dｦﾈ6�4x986Hｴ�ﾕﾈ,h竧妓Dｦﾂ�5 宙錂囘ﾉ68齷:��Hｴ��ｸﾞﾈ��ｨﾞ)YHﾞﾂﾒ�

放物粗放 兔�ｹ�y�H,h6�7"ﾘ,ﾈ竧宜*"�占 侏8��棹ﾊyzy%ｨｯｩ�Xｧxｻ8��:�69�2�

ー電気I学f �6Hｴ8,ﾉ&ﾘ��6 �4x8ｸ6忠(�俾�棹馼ｼh��4yH鞆(���H���

生産管理 儼俯�yyﾒ�占 唸*ﾘ5ﾈ6�ｸｧy�r���旭ﾉ�8���

】 実 管 岬ｦ�｢ﾂ2�親機調軽 迭�平野親機(秩) 

〟 ���5 �8�)�ｸﾞﾂ�(���

〟 I ���5 忠(�囘ﾉ68齷:��Hｴ�茜B��

放物組放】 从兒瓜ｨ���6 侏8���yzy%ｨｯｩ�YVhｻ8�69�2�

計測管理 ��IdI�ｹV�,ﾈ韋ﾋ��占 侈yW�u儘鮎h轌;���

力致機構l 侏ｸ�ｨ����6 �6ﾘ�ﾂ�

計 ��72 ��

4-5　職員の技術研修

(1)生産管理と企業経営の総合分析研修

月　　　　日　　　　　8月　7日

10　月　21日

講　　師　　　中村技術士事務所長　　　中　村

(2)有機性排水の凝集沈澱に関する研修

月　　　　日　　　　　9　月　5日

･Ⅰヨ

2月15日

講　　師　　大阪工業授術試験所技官　本　田　　　繋

(3)有機性排水の着生汚泥に関する研修

月　　　日　　　　2月　6日

講　　　師　　　微生物工業技術研究所

廃水処理研究室長　太　宰　酋　感

(4)実額計画法に関する実務研修

月　　　　日　　　　　2　月15日

5　月108

5　月1 5　-'1占日

常　　師　　東琴紡(秩)技衛課　主査伊　藤　信　彦

4-6　出版刊行物の配布

業　務　報　告　　　( 4占年度)

指導所だよ　り

耗　鯉　情　報

〝

〟

773'シ=ソカラー

( 4回)

縮　衛　版　　( 4回)

絹　級　版　　( 4回)

麻　魚　版　　( 2回)

1 0　0部

2. D D O部

72　0部

7　2　0部

2　0　0部

1 8　0部
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5.試　験　研　究　業　務

5･-1　試　験　研　究　関　係

(1 )凝集活性汚泥法による精練排水処理技術に関する研究

郎夫幸次義行己吹信書昌春忠泰克井村林川村永田今西小前木福吉

ま　え　が　き

触=業における染色整理での精練工程は糸や放物の不純物を除き.漂白･染色の前工程とし

て重要を工程である.ここで要した加工用水中にはそれだけ不純物量が多く籾剤,油鼠　色象

塵垢,界面活性軌軌　アルカ1)等の有横質.無機質を多量に含み.排水中のfiOD, COD, SS.

p舶堰めて高く.また特有の色を重し透視度が非常に悪hoこれが精練排水の性汎外観である.
､地場織物=業で製品化するため精練を行っているものは白生地の絹ちbめん,絹クV-70.蘇

混紡しん地等がある｡これら製品1トン当bの永徳用量は.ちbめん:280トン.綿クレープ

:90トン.麻混紡しん地: 1 00トン程度にかよんでいるo

噂に今回の実験は,そのうち排永量,排水濃度の高レゝ絹ちわめんの精練排淡を対象としてとb

あげたが.この種排水は.生糸から溶出する蛋白質の一種セリシンと,精凍剤として使用する石

ケン.ケイ酸ソーダ,高級アルコール硫酸塩を含む典型的恵有機盤排水である｡

したがって,このような汚濁源を有するので,精練排水の特性を把握し,排水処理の条件なら

びに浄化性を追求しようと凝集沈澱方式.活性汚泥方式の面から試みたものであるo

1.実　　　　験

1.1試　　　料

1.1.1排　　　水

実験室で調製した精練溶乱　精練排水および工壕排水を用いたo

精練溶液:石ケy5g/i,モノゲン0.5g/i.ケイ酸ソーダ5g/A(22OBe),

-イドロサルファイト0.02…｡

精練排水.'セリシン療慶4 g/lKをるように生糸を投入し精練した.

=場排水:絹崩緬工場排水のうち荒練=程(荒観　水洗排水貯槽)のものを用hた0

24

＼工程 ＼ 泡定軍目＼＼＼ �5h7ﾈｯ�+��i ぎ荒練 ( 仍��il漂白 I 白�G)�Y)��R�匡排水. 

遠視皮 �#R�4ﾂ�i 0,5°5 �)�ゅR�21.0 ��繪����26:5 

PE 湯紕�?.6 途繧�7.5 湯脾�7.5 

Co二)(ppm) 鉄釘���2.占66D 迭繧�55.8 ��經Sr���45.0 

Sol)(PPn) 釘�)������7.500.0 塔����156.0 迭ﾃC�ゆB�261.01 

SS(ppn) ���������18_1 鼎ゅ��_I 】 ���"����46.5 

(透視慶, PE以外はppm )

表1.　絹縮緬精練排水水質例

1.1.2　庚　集　剤

硫酸アルミニウム.塩化アルミニウム,硫酸第十艶ペソけイト等の試薬および市販

品の高分子凍集剤を用hた0

1.2　排永試験法

排水および処理後水質qL JIB K 0102 1971にもとづいて行った.

ただし, BOD滑走はBOI)自動淵定記録装置(日本オルガノ製)で行った｡

1.5　実　験　方　法

凝集沈澱および活性汚泥の実験はバッチ法で行った｡精練軌　セリシン単独液および精練

溶乳精練排水のそれぞれのP p皿一除去率等を求めた.

2.排水の凝集作用

排水中に存在する物質には,粒子から完全にイオンと食わ溶存する物質まであるoまたその大

き言は目にみえるものから何ミクロyとhう非常に小さいものまで有しているo ｢股に大きいも

のは長時間静置することに上は嘩する坑排水中には安定をコロイドの形,あるhは水和の形

で懸擬しておb,これが透視性を書くし,ひhては排水の水質を低下している｡これらのことか

らこの安定性を破湊し沈澱物として取b除くことで水質をよくすることは従来より凝集沈澱法と

して用いられておりその効果も報告書れている｡その凍結剤として用hられる物質にも各種あり

全ての排水に完全にその効果を期待することは不可能である｡処理水質の変化により今まで開Ll

られてhた凍集剤がその作用をまったく失そうことなども報告されてhるo Lたがって石ケン.

アルカリ剤等を伺い精練する綿精練排水について凝集作用をみ,その効果について実験を行った｡

2. 1精練に用いる精練剤の凍集効果

精錬には多量の石ケンを使用するので予備実験としてその単独の凍集効果をみるため凝集
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終+.+ i1, ､li､ Il 蜜 I.i _謹 叫 t L!:.-土 封. _垂 孝一 吏′重 一i 郎 _L書 ~~§圭 亦�駭ZHv����討�B��｢���ﾂ��｢��耳爾罎��｢��Sﾕ�����"������B����ｲ�8(����聆��XﾅXﾅﾈ�h�2�ﾂ�*ﾆﾂ������｢���Fﾂ�柮���,H���r����ﾈ�ｲ��ｨﾖ8��ｮﾂﾃｲ�ﾆ���8�b�"�ｧ"���俣､辻�ﾘh7���?�����������b������ｲ�抦蔘���ｲ停�ﾘｹ��6末ﾃ｢�俤ﾈ,几�褸4�8ｸ7�6ｨ4X8�/�5��+X+ｸ,ﾈ�8ｻX/�-ﾘ.�,bﾉUﾃ(,ﾈ,h*�.�,X*�.薬���定+�+�*(*CCSb��� 苓ｮsﾒﾒﾈ���魔簫ﾔ���鉅ｩ���､｣ｨ���ぺﾙ�*ﾂ�ｸ�����ﾘﾖ��ﾅ"�賢7 拳1-i- 除去されたセ))シyのもつBOI).Col)は異常をほど高い値をもっている〇七1)ジンは複 合蛋白質であり何種類ものアミノ酸からそってしへるoこのため精練方法によっては種々異を つたアミノ酸の形で遊離されていることが考えられるoまた.そのアミノ敦の中で重金属と 反応Lキレ-ト化合物を生成し毛色を示すものもあり,これら種々の性質からして凍集剤と 反応し充分その効果を示すか問題であb,⊥部のアミノ酸には凝集沈澱効果はみられ竜山可 刎｣��ﾜ井���ｹ��ｹ'｢�.r��iu��H*ｸ蔗�R�

透視慶5.5至1.450.050.0 劔Eﾉ�ｸ*ｨ*�.��ｹ{�褸4�8ｸ7�6ｨ4X8�ｼ8�ﾝﾈ,�.f(+ｸ,ﾉmｩ4�,h+x.佰�ｨ,�,(*(,H��ﾋ�+X+ﾘﾈｸ惠,ﾙUﾂ�; 】 

cop(PPn)126,0156.522.527.2 剴B綛,ﾈ,h*�(,X*�.薬�

BS(ppm)い08.0日oロ.OfdLO40.0 (蓋曇喜.5,34言,fp'?,A:還還pmj 表2.PH域と石ケンの凝集 …三L.:b要章票妻妾芋茎書芸濁指芸pHG;.5L45.5L三..560.0 劍ｶ�ﾘ+�R經�CXｹ��6����萪�*"纉S#S(�"ﾓ"�尼ﾂ�8辻杏ﾃ�xﾇﾈ98ﾇ円ﾃ�#C��rﾆﾆ篥�ﾃ�篥C���笘ｶ��咤�UﾃB��X刺,h5｣��5h5ﾈ,ﾉ�偖xﾇﾂ����2�ﾓ"�6�ｨ.�ﾈ�ｹj��

の叩値が如く-∴そのCOD,ppm)18.0巨5.Ot7.44.Ar磯 劍��刮�rﾓ���S��S��ﾆﾂt��S�ﾏｸ��

蔓蓋護三………三重≡(芸芸7C蓋i2-OhG4#SniB.D680"n,) 劍�8耳ﾇﾆ��"へ豐ﾂ經#RﾓC"ﾒ隶ﾃ#ｳ､����#SCr粭�ﾃ｣｢粤�R�#｣｢ﾘｮﾈｮﾂ�
_/㌔, ある○実験の結果このようを現_.表 象がE4以上にみられ石ケン表5.B咽と葛彼アルコ-ル硫酸塩の凍集､≡:項 の凝沈効果VCついてはPH5-6の範溜内がよL^○表5参鮎:二,-'讃 h申′ 精練に用hられるモノゲy濃度として紘∴0.5g/1寝直であり,この濃度における旋集~.二さ等 +い∵ 剴靆ｸ爾ﾗ%�ス�孑����M���8,ﾈﾈｸ惠ﾇﾈ,sV"貶.x蔘｢RTﾂWCｦ逃�蔗W釦CﾃｵD��.�,h+�.ｸ/�-ﾘ.�,b齏Rﾂﾈ5h5ﾉ9��

~巧､ 剤との凍集瞳について実験を行-た賠触ぷ己の表のとお少で石ケンの場合と同様の結果が…享表 剩�ﾆsｨ,hｼ9�(ﾝﾂ��ﾂｸ���,h,ﾈ毖ﾘx,ﾘ-ﾘ.x.ｨ.�*､4�/�-ﾘ+ﾘ�ｨﾘx,�+ｸ,ﾈﾟ畏x�9�H*ｨ�Zｨ,X*�"�

･~モー,S 得られたo石ケンJモノゲy等はともに丁ニオy系活性剤に類し水中においては当然Naィ.p≡､≡雲 劍ﾊｹ?�5｣��5h5ﾈ/�ｼ8�d�,�.h.飲ﾈｸ萋4�*�.毎,ﾔ$�y.�岑/�,ﾈ+ﾈ-�+�,h,ﾙ69,8,Y�8*�,i�r�

オンを遊離し活性基は負の電荷をもったイオyとして作用しているoこれに硫酸.アルミニク..■当. 劔J��8.ﾘ.ｨ.��ｸ+�,ﾈﾋH宿,ﾘ5｣r�5h5ﾈ齷�ﾉ�X,�)v��ｸ,ﾉ{ﾉ�ｹtﾉ�ｹZ�,X*�ﾒb��Y�Y�ｸ,儻�/�+餔ﾉvX幽,b�

ムを添加した場合に.これはあるPH範酢お小て畑化アルミニウムの複雑を形態どお畑頭 劍吮����,r�ﾓｸﾊｸ/�*况頽�+X+ﾘ5･ﾒ�5h5ﾈ,ﾈﾋｸ.ﾘ,��YZｨ��*ｨ竧,ﾘ*ｸ5｣��5h5ﾉUﾉlｨ,��Y�x/�ﾆ��ﾈ+hｵ頷xﾝﾈ,h5｢鋳�

正イオンとして働L^てL^るoこれが処理水の電荷舌鼓簾し石グy,モノゲy等に作用し凝集~:;Bi_-5 劍ｬG簽ｸ5h5ﾈ,h,ﾉ+ﾈ敬,ﾉV畏x,�.h.俐X�Kﾘ呵*ｩW8�)Eﾈ,���,�,F�.�+ﾘ-�,X*�.�,hﾖﾈ*h.x.ｨ.��ｲ�

白海現象を里し更に大きくなったフロックとして沈降し石ケン,モノゲンを除去するとL-え.…喜一 剽�自5ﾘ�B褸-ﾈ+ﾒﾄf�/�ﾘ,I8��ﾘ+ﾘ�ｨﾘx,�,ﾒﾒﾘ迄*ｨ囮�h/�Tﾈ+X+ｸ,ﾉ�i�｢ﾙlｩ6H肩.(5ｸ�ｸ5��

るo 劍��S｢ﾘv��ｶ�ﾙ6H肩,ﾉ¥�ｸ,�*�*(,H.�$Y�h*ｨ-ﾘ.x.ｨ+粟���,h4�7�6ﾘﾖH,h,ﾈ4ﾅbﾘ.�7�ﾘyZ�/��i�ﾈ+X,H*(.��L儘H痔ﾂ�

2.2生糸から分離されるセリシンの凝集効果‥汝 剴ｲ籔膨｢�鍔�ﾗ�+�,h*ｨﾖﾈ*h.x.ｨ.鑓+�.ｨ,ﾘ決ﾎ8,ﾈﾊh,ﾉ��ｹG)�X,�.�*(.ﾘ.ｨ.薬�

絹の精練は生糸表面に付着しているセ.)-を除去してその目的を達しているが,ここで.≡璽 劍ﾊｴﾃ"綺�延)G)�X,ﾈｼ8�ﾏ�｢�%9�ﾅ����
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精錬には石ケン.モノゲンの他にケイ駿ソーダ･ハイドロサル7 7イト等を混合した液で

煮沸するわけであるが.これらの薬品が排水中のC OD, BOD等に与える影響は,また凝

集剤による除去-の作用を生糸精練した類似排水で実験した磨異が表6のとおbである0

ー-＼NO 排液蒜＼＼ー 亦���"�俣X���囘 l 

石ケ-ソg/A 粘R�5 迭�I I 迭�5 [ 

轟級&7'Vi冒5～/I) ��絣���- ��絣��｢�0,5 J ��絣���I io.5 

ハイドロ サルフTイト(臥//｣色) ����R�0.05 鳴�0.05 I ��ｳ���R�f Fo.05 

r2腎話mA/G 辻�4 釘�∫ 4 蔦B�4 

生糸 凅�NC�｣S�FSVﾘ�ｲ�$�ﾈ��&�"�

排液co工)(pp皿) 偵#釘�,boo �"������1,859 �"���R���622 

違12(aSo一)&80cOT,n 都#��1,180 ��紿8ﾓ��J 887青 涛�R�58 

練成率(i) ��"���24.5 �#B繧�24.0 �#B���- 

透視慶(a) 免ﾄB�･50.0 鉄����占.0 ���.50.0 

表6,　精錬排液組成とC OD催

この結果からみてセ1)シソ含有量,石ケン含有によって排水のC O工)億に大きをちがいが

あれ　また.硫酸アルミニウムによる旋沈後のC ODにつVlてもセ1)シソ含有による影響が

大きい.それ　他の凍集剤および枚集剤の併用などの効果につhて実験を行った結果は,秦

7のとおbであるo

寺 ＼_ ��ﾆﾂ�6�2�����ｦ��血2(80一)3 8COppn �｣"�6�笂2����e���All(So一)3 100]rpm ���】 〟 ��｢�ｨ��ｹ%��

FeC13 �4ｨ6�4�92�アルギン酸 辻�**1)I �7�986x6�486r�活性炭 

COD 塔�呈B�ﾂ���1215.0 ��������1008.0 ���ヲ���515.0 涛澱�����

透視慶 �(�2��.5,0 鉄����50.0 I 鉄����50.0 鉄����

表7.　凝集剤の併用による　cOD低減効果
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図1にそれぞれ硬集剤につh

て処理後の排水のC 0 I)を測定

しその除去率をグラフにしたも

のであるが. PEち-5の範岡

内で硫酸7ルミニウムの旋集処

理が他のものに比べてよく. P

H範周も広い｡塩化アルミニウ

ムの場合は最適P n範囲がせま

く,塩化第2鉄においても同じ

ことがし(える｡セリシン液のみ

についても図2のとおりで.疏

敢7}1,ミニウムがよく.塩化第

2鉄の効果もPE5-6でエ仏

が.処理水の着色が著しく最適

P H範囲は非常にせばめられるo

これは,蛋白零(アミノ酸)が

両性イオソをもつため,その専

電点に近Lh P H範顔にお山ての

み旋集反応が行われるようであ

る｡硫酸アルミニウムがこの場

合に凍集剤として最も適してh

ることがわかった｡

また.この凍集反応時に他の

ものを併用した場合VCついての

結果が表のとおりであり,ベン

トナイトとの併用におt^て極端

oD除

去　率

図1単独凍集処理(対象:精練液)

5　　　4　　　5　　　6　　　7

P E

把C O工)を低下さすことができ

た｡これはベントナイトの凍集

効果よりも.これのもつ吸着作用が大きく働き.その吸着作用によってアミノ酸が吸着除去

されたためであると考えられる｡
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題2　単独凝集処理(対象:-t=.)シソ液)

5　　4　　5　　6　　7

P Zl

2･4フロックの沈降性につhて

絹精練排舶硫酸アルミニウムの無敵集剤T･凍沈を行う際鴫成するフロックを速く

沈降さすため喝分瑚集剤との併職験を行った麿-図5のとおりであるo

この結果から硫酸アルミニウムと7-オン系高弁瑚集剤併用が他の場郎此赦して効果

が良く･鮎フロックも-ではっきりとみわけられる程度の大きhものとを9,沈降容棟

率は5鯛で9 0/I-セント以上の効果が-た0 -アルミニウムの添加量を125 ppm

とIR礼ておhて7-オン系高弁-集剤の添加量を1 0 rpm, 50 ppm, 100ppm

の三組にわけたところ1 o o pp皿が増-糠を示し･アニオン絹分瑚集剤の添

加量と7Hック沈降容積率は平-孫にあったoまた･上記7こオン系凝集剤と硫酸アルミ

ニウムとの併用払いて凍集沈澱処理後の上定液の動産を測定したとこら- Opp増加量

刀

で1 6cm以上5Dppm添加量でSDc巧以上1 0Oppm添加量で4-5cnとそり.あ

る範網が考えられるデ-タ表8が･/守られたo硫酸アルミニウムと高分子凍集剤併閏の教会.

表8･ 7ニオン系凍集剤と硫酸バンド併用時の沈降性

｢三集剤沈降製 冓5_汎in 鳴���牝�問�l j2.min 鉄�葷問�I 上ズミ液の 透視度 

硫酸ノも.ド 125‡pm 佑x6ｨ4�92�����ﾒ�l55.0 涛����92.0 涛R絣�16 
〟 50ppmi 涛����95.5 涛B���94.5 薙S��B絣�

〟 100‡pn 涛R�6��ﾂ�95.5 涛R絣�95.5 

透視慶以外はパーセント単位

アユオン系が一番良くをってhる

のは. ｢直生成したアルミニウム

のカチオンフロックが7ニオンと

再び手を結びあh更に大きなフE]

ツクを生成するためと考えられる｡

図5の説明　5倍に稀釈した精

棟排液1 000和之を採取し各種凝

集剤を規定量添加し1規定硫酸で

PHを4, 0に調製後撫梓(高速

5miIも　低速5min)して10DD

nLLシ7)ンダーにてフEZックの沈偉

容稽率を測定した.

(D硫酸アルミニウム125ppm

+7=オン系凍集剤1 008p･p皿

㊤硫酸アルミニウム125ppm

+アニオン系凝集剤5 0 ppn

③硫敦アルミニウム125ppm

+7-オン系凝集剤10 pp皿

④硫酸アルミニウム125ppm

+非イーオン系.カチオン系併用凝

集剤10ppm

国5.フロックの沈嘩牲

5　10　　　　　20　　　　　9

(m上n)
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⑤塩化第1鉄5Dppm

⑥硫酸アルミニウム1 25ppm+カチオン系凝集剤50 ppm

⑦硫硬アルミニウム1 25pp皿+非イオン系凝集剤50ppⅡ1

㊥硫酸アルミニウム1 25ppm+カチオン系凝集剤10 pp皿

3.超音波による処理法

超音波には空洞現象にともをう脱気酸化舟艶境集等の作用があり超音波を用いか排水処理

法をどに関する⊥部技術頼文もある.われわれもこの超音波の凝集作用を応用し絹精練の排水処

理を試み,その梗集効果につV,て実験した0

5.1　周波数による凍廉効果

絹精練排水に硫酸アルミニウムを凝集剤として8 0 0 ppn添加して周波数. P古を変化さ

した場合のCOD値は表9のとおりであるo

黄　9.　PH域.周棟数変化によるC匂I)低減効果

KEZ PH �#���400 塔���1200 ��緜���2..DOO 

2 佑s�����1.644.0 ��經#H�2��i,570.0 ��CsR���124占.0 

5 塔�u��1.150.0 ����C"���1255.0 ��SSr���1410.0 

4 ����湯���952.0 涛�R脾�.1,715_0 佑Ssr���t279.0 

5 辻�1,165.0 ��ﾃ�S����1,占44.0 ��ﾃSC����2,T57`0 

i ��ﾃ���"���t575.0 ��ﾃン������t986.0 佑s#��2��1770.0 I 

(原廃液cOD5,242pp皿　出力150W　室温)

以上の結果からして40 0-80 0KHzの周波数におhて濃集功栗がみられるo rLかし

堆拝による凝集効果と大差はみられをh.しかし捷拝による場合と照射による場合の反応過

程についてみると.規拝の場合は液全体に流速があり旋巣剤の混合が良いが超音波の場合紘

液中での減衰とともに生成したフロックに上って音匠が減衰し液面In:近いほど(または発振

子から遠くをる陀ど)滅裏がみられ液全体が均一に混合されなL^o　しかし.生成した7ロ･.,

クは埼拝に比べて大きhoこれはフロックの生成成長が急激に夜され.それがためにも音波

の戚蓑がはをはだしV}ことも考えられる0

5.2　出力と周波数からみた凍集効果

5.1 vCおいて仕出力1 5 0甘(本装置の最大出力)で照射したが低出力VCよる各周波数の

簾集効果をみた'&巣は表1 0のとおりである｡ただし.表中の数値はC ODの値であり原水
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のC ODは5242‡)pnであったo

表10.　出力周硬数によるC OD低減効果

＼ 出力紳 五Hz ������4B�*ﾂ�｢�鉄��70 白�������

20D ��#c"�1,082 ��緜Sb�1,459 ��紊���

400 ���#�"�l 1.521 ����ﾃRﾓ���1.255 ��ﾃSX�ｲ��

800 ��經コ�1.515 亦��ﾃS�絣�1.459 ��ﾃSS���

1.2DO ��ﾃC���1,480 ��粤c���t585 ��ﾃCC��

1.600 ��ﾃSS��1.515 I ��ﾃC���1.占56 ��繝S��

2.000 �8��-�,h/�,x,�+R�

廉原(原寓液　COT)5.242‡)pm室温)

低周波数域において出力差を期待することはなく. 1 6 0 0五Hzの葛周波数域の場合に

は出力が小さい方がよいように思われるo超音波を絹hた場合,r全体的に処理水の透視慶が

悪く照射時間をある春慶長くすることによってはいくぷん透視度を高められるが,携拝の場

合のように50以上までするために長時間の静慶が必要である｡これは照射中プロブタに気

泡が付着しその浮力によるもので脱泡により沈降.していくのでフロックの比重が凍幹と異を

ることはをho照射後の処理水はJK 2のろ紙を用いてろ過した場合そのろ液の透視変は非常

によく浸り, 50抜上の透視慶まであげることができる｡これらのことから,境拝と同じよ

うに凍集により排水中の浮遊粒子はある大きさまでは7ロックとして生成されてhるが,節

記したように均-な施拝が膜または節において困難をため,大部分の7ロックは成長が停止

するoまた,キャビテ-ショyVCよる分散作用も同時に発生しこれらの影響にも上ることが

考えられる｡

5.5　超音波照射によるフt=ックの沈降性

超音波照射による懸濁液の沈蜂蛙につhては未照射にくらべ大きVlことが加藤.豊島.梅

沢ら把よると沈降促進効果があるといわれてLhるo照射周波数ADOEEZとモータ一雄拝把

より生成したフロックの沈降性を測定したところ図5のようになり海曹吸照射がはるかtJC速

1vlことがわかった｡しかし照射時間を長くした場合生成したフEZックは上下に瞬間に舟離し

浮上と沈降フロックにわかれるoこれはキャビテーションによる気泡把より照射時間が長山

ほどフロックに付着する気泡が多くをり浮上現象を起すo Lかしこの気泡が付着し夜いれ

または付着しても少をhところのフロックは沈降が速ho　この沈降フロックは他のフロック

に比べ非常に固く,これは超音波の振動の膜または節の部分におt^て音正により圧縮された
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図　4.　フロックの沈降性

汰

蜂

管

積

(i)

1ロ　　刀　　刃　　AO　　5]　9分

時　　間

状態により生成したフロック密度が非常に高く在るので沈降を速進するものと思われるoモ

ーター横枠の場合にも1 0分以上凍拝してくると沈降性が悪く在る.これは充分に成長した

フロックがその後の礁拝により破嚢され粒子が小さく走り沈降性を低下するものである0

4.活性　汚　泥　処　理

4.1　生　物　分　解

活性汚泥の篭本は排水中の有機物を好気性微生物により五20とC02に分解さLj非水のC

o D, ち 0 ‡)を除くのであるが条件として排水中の有機物を徴生物が分解し良好を繁殖状態

を保つかにかかってくる｡ここでは絹精練のうちCOI), Bo‡)の大きな要素となってtnる

石ケン,あるL,,は蛋白質(セリシン)の生物分解につL^て実験し活性汚泥法の指針とした0
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生糸を蒸潜水で5時間煮沸し

セIJシソを抽出しその抽出液

に汚泥の一定量を加えコンプ

Vッサーから空気を送り込み

その液のC O工),あるいは排

水のPH値等を測定して排水

処理後水質の目安とした｡セ

リシン凍慶は140ppmと

し5日間のC OI)値を測定し

た繕乗は図5のとおりである0

1日の曝気時間で残存coI)

が50妬～50多とそり. 2

回目で同じ残存C O])は20

多～1 0虜まで減少し疑集沈

澱で除去できをhセ1)シソ類

が生物分解によって充分除去

することが可能であることが

わかった0

4.2　}<ッチ式における精練排

水の活性汚泥処理

初期種汚泥として十投に下

水処理汚泥や生下水の汚泥が

使用せられるが,当実験にあ

Fj
o　の　低　減　値

(し

図　5.　種汚泥馴化時のC OD低減傾向

1　　　2　　　5　　　4

日　　数

たっては精錬工場より排水さ

れている湖岸の排水口の汚泥を採取し,それに精練排水を添加後4 -5日曝気し完全に汚泥

を排水に馴化したものを用hたQこの間の馴化過程としては微生物の観察によりその繁確状

態にょる法と化学的酸素消費量r C OD )の測定によった｡

4.2.1汚泥量とBOI). CODの除去率

生糸を石ケy.ケイ酸ソーダ等により精練した排水にっいて曝気槽中の汚夜景を変えて

その時のBOD. CODの除去につt/,て測定した結果は.図6のとおりである｡
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囲占　活性汚泥によるBO工), Col)除去率

除　去　率　㈲

1　　2　　　5

日　　数

1　　2　　　5

日　　数

-･- 1.200　　　　-･---･0-----　5.500

-メ- 2,100

-----･･--A----･一一1 7,00 D

-0- 5,000

-A- 4,000　　-------a-I-I-一一9･DOD

野/A

汚泥濃度

曝気槽中の混合液については一定量の汚泥量に蒸潜水を混合し任意の汚泥量とし,この

混合汚泥5007uとし等量の排水を注入し僧中の液量を1 0O OTWとしたoまた曝気

時間は連続5日間行しっ2 4時間毎に測定したo汚泥量が多叫まど最初の2 4時間における

BOD. Co二)の除去が良く,除去平衡に違する時間が嶺hoまた･ Col)除去について
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も同じことがhえるが,その除去率はBO工)llBlどよくをL^｡また.汚泥濃度と汚泥沈降性

につhて5日日の曝気壕につLlてSvを渦定したところ70 00-90007Wg/且の葛染

渡においては9 0虜近し1Sv値を示し非常に沈嘩性が悪く浸るo文献をどによると一時下

水の場合50啓前後が良好とされているが,工場排水の廃合は9 0虜くらh必要とされる｡

しかしSv=からみると1 0 0-1 2 0ぐらhで膨化現象のあらわれは表し1が連続式のよ

うに毎日排水が注入されるよう夜場合に,その有機物畳が少をくなったりしたときに微生

物の栄養源が減少し膨化現象にすぐなる可能性が考えられる｡また. a 0 I)除去率からみ

て汚泥濃度と混合夜中の政変(有機物量)とによっては2日臥　5日目の除去率が悪くそ

るoこの現象にはBODにもあらわれており,これは曝気樺中の栄尊顔の不足によること

が考えられる｡

4.2.2　排水濃度とC OD. Sol)変化

排水液虞は一日の処理能力に大きく関係し容積ある山はB S等の負荷量が異在るので.

排水処理量を調整しをければをらをLrlD高濃度においては一日の汚泥増加率が高くをるた

めに排水綾慶と汚泥量あるhは曝気槽等量には大きを関係がある｡本実験でQj:初期濃度を

かえた場合のC OD, B･0=)変化を測定し負荷条件の適正化をはかった｡実験方法として

は今まで健用した方法で排水を調製し,適当に蒸溜永で稀釈し初期のC OI). a O工)を測

定したoまた.曝気方法はバッチ式で景初に汚泥との混合液を調製　空気曝気を行Lnつつ

所定の時間毎に測定した,#巣は図7のとおりであるo

これは5ヨ間味気を行hl日毎に珊定したが,これからB OD除去をみると負荷が1.4

/SSでよく　それより小きしへと短時間における除去率が悪く在るoまた,大きくても2日

9. 5日日の除去率が低下してくるoまた.この間のS v値の変化をみると負荷2/SSで

は曝気時間ごとにSvの増加が,他に比べて大きし(｡これは｢鮭にB 0 Dの5 0啓が汚泥に

たるといわれてV,ることからも,初期BO=)が高いことから分解と同時に汚泥転換による･

増加が行われているものと考えられる｡さらに汚泥量を増し初期猿慶を変えた場合の}司

の変化を拙走した結果は.図8のとおりであるo





この場合.汚泥濃度を4 5 0 0鞄/-牡し初期濃度は前と同様蒸潜水で稀釈した.曝気,混

合液の調製も同様に行LJ,測定は曝気後2時間庵に行ったo S S負荷は混合時の負荷から求め,

0.5. 0.5, 1.5/侶Sと在り8時間でほとんどが平衡に怒ったo

5.凝沈･汚性汚泥併用による連続処理法

前記まで各々における処理効果について実験を行ってきたがさらに処理効果を高めるようそれ

らの併用方法につhて実験を行ったoその併用方法として,凝沈･活性汚泥,また活性汚泥.凝

沈との組合せ方があり,それぞれの組合せ法により処理効果を比較していくと前記にのべたよら

に親水性コロイドの場合に凝集剤による獲集効果が約占0虜前後であり, B ODで1 500　-

2 0 0 0刀牧/Gを残留するoこれを活性汚泥処理で処理することにより約7 0虜前後の除去と浸

るo Lかし,この場合に曝気椿に注入される一次処理水の負荷畳が大きいために嬢気槽中のML

S Sを小さくしたり処理水畳は極端に上げることはできない｡ま丸活性汚泥を-⊥次処理とした

場合曝気処理を前浜と同じに2投方式としてBOD除去率が9 1啓, C OI)除去率は89虜とそ

り.この一一次処理水を凍集剤により凝集処理を行えば, BOI)除去率9 7摩c O]〕除去率9占虜

と高h処理効果を上げることができた.

原　液　　BOI)　　4040喝′イA

c o工)　　　840喝/止

PtI　　　　　　9.1 5

処理方式 1次2次 ��鵁�yﾒ�b�ト次処理l 

旋沈-+活性 活性→凝沈 廼ｦ簸著�ｸ騷i�ズ{��BOD除去率87.8虜 

coD〝58虜 �6�悶迭繧R�

BOI)I/91承 �$���土MB�

蔓coD〝89藤i �4�S���.��

処理方式の組合せ法として前の結果からみると.実験に用いた排水のように親水性コロイド溶

液においては凍集剤による凝集効果が少をhため+次処理法として生物処理を行Lh.さらに除去

率を上げるために凝集剤を投入する方法が処理効果としてナぐれてレ)るoまた生物処理後の処理

水は浮遊フロックが多くみられ処理水の透視を滅ずるためこれらの除去のE]的にも凍集処理が効

果的で奉るo生物処理後の処理水の艇集にっしへて行った結果が,図9のとおりであるo

AO

畔棄媒鮭o雅鮮或盛期　6函

窮

F)             ～

uo　盤　埴　轍　唖＼J

日

仁〕　　　　　　　　　　　　　-

○　蓮　瑚　餅　曝

⊂)　　　　　　　　　　　　　　　　)

臼ddOOOL

鶴世羅蝶曝
BL OO=

軸　喪　S(,os)EtvOof OCG



処理後硫酸アルミニウム. PAC等のアルミニウム旋集剤について行ったが.凍蒜剤濃度とし

て50 0 pPm程度の濃度が必要でありそれ以上濃度をましても効果はか^｡またこれに7ニオ

y.ヵチオン等の高分子凝集剤を添加して行った場合には無添加に比べわずかによくIjZり･濃度

としては前と同じく500pp皿で.それ以上は二者ともSvが高くをるのみである○また▲凍

集実験の項で行った凝集中のPHの影響をみたが2 0 0 p pmの低濃度におhてはPH効果が大

きくみられるが500 pPm濃度からはPHの影響が少をく走り濃鼠高分子凍集剤の影響が大

きいように思われる｡

6.む　す　び

旋集剤による凍集処乳生物処理による活性汚泥処理とこれらの併用につhて実験を行ってき

たが,排水中の基質とをる成分がセ1)シソ.石ケン.界面活性剤をどであり,これらはそれぞれ

分子コロイド,あるhは溶質分子の会合によるミセルコロイドであり,それぞれ水に対して親和

性をもつ親水性コロイドといわれるものであるため,そのコ｡イト磯子の表面に水分子が結合し

水層をもって安定化されており.疎水性コロイドのように表面電荷の結合により集塊し凝集する

ことができをhoこれらの親水性コロイドの場合には水層を除去する脱水剤(アルコール)を加

ぇてはじめて粒子相互の接触を可能とするれまたは疎水性の場合と比べさらに多量の凝集剤を

加えることによりゼーター電位を凝集可能を範囲まで変えることにより凍集をおこ奇うかし浸け

ればたらをthた始無機疑集剤などの凝集処理を主体とした処理方法はその除去率をどからみて5

0帝前後ではをいかと思われるo活性汚泥処理は排水中の有機性成分の好気性徴生物による分解

と生物フロックの生成による凝集によりその効果を高めているoこれは種汚寵を味気櫓に入れ排

水とともに曝気をおこ在ってV}くうちに徽生物の増殖とともにフロックがみられ･徐々にその表

面が粘性をもったものと怒り,この表面の性質により凝集作用をもつものと考えられるoこの作

用は無敵疑集剤と多少異をb曝気中のフロックの体質の増大による摸触条件･あるいは両性電解

質としての性質をもつ特質からの電気的結合(ペプチト寵合)をどにより凍集効果を向上さし処

理効果を上げていくものと考えられる.しかしこの生物処理のみでは処理後の放流水に臭気色

をともをうため,浮遊するところの生物フロックを除去し処理水の透視慶を高める目的で無機疑

集剤を使用することが良好をる効果を得ることができるo
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とて伴い条つ織に製係の関物の織性材物資布EiiZ1

2
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次男票夫豊利　　貞本井音川屋堀大中長　任　師　師係　主究所研　支押韻技技

I.は　じ　め　に

資材挽物は最終的には機械の機素として使用されるのが通例である｡したがって,その品質の

良否は布の物理的特性に負うところが大であり,しかも,その要求される替蛙は資材織物の用途

によって異をるものである｡特に,高島産地で生産されてhるゴム資材用布払　コンペヤベルト

等の基布としてゴム内部に埋め込み使用されることが多く,布の強敬性としての魔7]が要求され

るとともに,ゴムと均斉のとれた伸度が要求されるoまた,ゴム引き17U=の都合上弧形慶は少を

レ一方が好ましいし,級巾や葡厚さも要求値に適合したものでなければそらない｡さらに,これら

の離値は全瓦　全長に亘って均一でをければ怒らをい｡

このようを布の物理的常連は原糸の特性によって左右されることは勿論のこと,とbわけ製織

条件に依存することが大であるoしたがっ7:,製織条件と布の物理的特性の関孫を把握すること

紘,製品の品質を特定し管理する上で大切であり,試験を実施したoまた,試験の結果は製級条

件と布の物理的特性の定性的を把握にとどせらず,出来るだけ定量的に,かつ簡単を説明や考察

をまじえ.冥際の生産管理に役立ちやすレゝように考慮してまとめたo

丑.試　験　方　法

現在,高島産地で比酸的多く使用されている東海式普通織機(消極送b出し).東海式普通敵

機(積極送り出し),平野式自動放樽,阪本式日勤続磯を用レーて種々の製級条件で資材放物を製

級し,製織条件と布の物理的特性の関係を把握したo織機の機種別.および普通織機と自動織機

の比較対応をするために札　これら各種織機で同一規格の放物を同一の条件で辻掛けることが好

ましレ)が,生産In/C　を利用した関係上　各々の鞄軽に仕樹ける放物の規格や条件が若干異在っ

た｡以下第1表にこれらの織機の条件および布の規格等を示す0
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第1表　試験条件および試験項目

使用した織機
黍.ー薄,.叢皇軍ー蒔.葺モ平_野　式,阪　本　式

首誠一適量,備　考自動織機

L(チェーン)

ノレ　-　プ

テ　ン　79　ノレ

送b　出し≦迷b　出l:
I)ン　グh)ン　グ

テ　ン　7oJV Eテ　ン　アル

横　　極∃横構
削出空けの伽

呈ンンプ)?:凍件は同

芯　背i有　芯　管!有　芯　管 有　芯　管

手　手　度　度　巾番　番　密　密　し糸　糸　糸　糸　通経　緯　経　緯　歳

織物の規格

2 0ソ5

2 0S/5

7 5*/5m

7 5*/5m

1 40. 0cm,

実　施　し

-I-…芋L:{書.:

韓糸密度の効果

イ- 5''ングモーション

の　　　効　　　果

織境の回転数の効果

開口タイミングの効果

緯菅巻張力の効果

練　糸~引　き　出　し
張　力　の　効　果

練糸加撚数の効果

練糸加撚張力の効果

0　0　0　0 0　0　0　0　0　0 ○印は実

施を示す

0　0　0

力　度　数強　伸断　断切切軽
紺=.順., ti :.,::Ifj==‥絹 .け･{･い5'

5　　4　　55　1 0　15 汁･g　トt"グ
ノb oj　　5

2　　8　　1 5
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酢の試験条件で製徹した布は標準状態(JIS z8705)(20±2｡C,65±2帝)

で2日間コンデシヲニンFL資材放物で静建値の管理が要求されている以下の須目について磯定

を行なった｡

o布破断強力および破断伸度(経および緯方向)

シ写Lyパー塾ふよびインストロン塾引張試験磯を用い･ JISL1068 (ピース巾5cm,

チャック闇距離20C荊･引張速度28cm/min )に基レーて,慮方向1 0ピース椋方向1 0ピー

スを測定した｡

o糸密度(蕗糸および練糸)

破断試験に用いる試料の糸数( 5cm巾)を1 8ピースについて測定したo

o布厚さ

JISい004- 1972に基づき撃さ計を用レゝ500紺荷重下で1ロケ所につき測定

した｡

o孤形度

JISLI 004- 1972に基づき練糸のたわみ量を放物巾で除して求めた0 5ヶ所につ

いて測定したo

試験の結果および考察

(1)経糸荷重と布物性の圃係

東海式普通織堵(消極送b出し),平野式自動織観阪本式日勤続磯について経糸荷重に上

場糸張力を変化させて布物性との関係を調査したoその結果を第2表に示す｡紬,経糸藻

力は最大開口時の上側の経糸と下側の経糸の張力の平均値で示した｡

E21　桂瀬張力と布物性の関係について_
(a)平野式自動織親

蒜項叩韻完幣関守閣守 経糸 劔閣雪間苧闇雲悔l:‰号関守lf讐監守 
_Lヽ′ �� �55.415.245_5 2751165JA56 鳴� �� 

u85.5 �55.9 添�ゅ"�鼎R�"�CR緝*ﾂ�0.69ー1.9一.F150-8 0占74■1 

u1〔b_0 �55.157_i 决25_5,?1占.∈‖45B �85 0.占58喜1.47, �129.5 129.1 

a 

条件項目 ��x�9H8ﾈ"�乂H繒�閣守 亊��ﾉ7��３��亢y��9ﾈｬ����凾ｼ切言ii苧雷苧 剞D物巾 (cm) 

55_ロ ��
/､′- ��凵� ��7 ��b絣�����r� �� ��

〝中 鼎���經b絣�剞�5.6 宝#b�"��450 鼎Sr�o瓜′妻1.;4 � 

〝中 鉄R繧�鉄b絣�占2.124.2 剩���cSCS��鼎S��_0 Od〕2 ��R� 

〝大66.5158.7 劔.64.Oi25.8 剴�cR�…455 鼎Sb�0占∩1 偵b��SR� 

(C)東海式普通織機(消庵送b出し-) 

表､-､＼層韻完撃 决苧駅ー 刳ﾆ監守問質 劍宰�ﾉ7��窺｢��㍉芋予て~ 劔織物巾 (孤) 
壁糸張力小21.8 � rつ.l 劔 ��フ �����

〝大=44D55.2j58.6.24B.14j‖41.9▲44B 劔劔�0.642 池紊Y?｣SC"����8ﾘ�3�S"絣�



H)縫糸張力と経方向の布強力の関係について

患糸張力と経方向の布強力の関係を第1図に示す｡ vlずれの離任にふいても,経糸張力が

高くたる亀経方向の布強力も高くをっているGまた,痛強力の増加の割合は機種や条件によ

や若干の達レ､はあるが,経糸張力が経糸1本につき1才増加することによ9 5C7n巾の蓮方向

の布億力は5 09-1 8 05程度増加してV､る｡

布強力が増加する原因としては次のようをものが考えられるo

①　経糸密度の増加に基づくもの(第8図参照)

経糸密度が1本/5cn増加することにエb.布強力は約経糸1本の強力分( 1,2晦)だ

け増加することが考えられるoこの原出に基づく布強力の増加は,経密度の増加値より計

算して0.占～1.5 (晦/5cnl )と推定される｡全体の布強力の増加は第1図から5-5 (

晦/5C爪)であb,布強力(つ増加に占めるこの原EBの寄与率壮28-5 0啓程度と推定さ

れる｡

②　経緯糸密度の増加による把持力の増加に基づくもの(第8図,第9図参照)

経糸張力を増加させることによb経緯糸の密度が増加し,布内VLおける経緯糸の交錯点

の増加および経緯糸に作用する法圧力の増加が生ずるo従って.布内に於いて経糸を把持

する力が培如し,その療果,布強力の増加に寄与するものと考える｡
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③　試験方法に基づくもの

ストリップ法で布強力を認定する場合.経糸伸度が小夜るときは試料を把持しているチ

ャック部と中央部の巾の董(S-i )が小さい,他方,伸度の大そるときは(8-1')が

(a)　　　　　　　　　(b)

第2函　ストリップの変形

大きく在る現象がみられる｡ ( S -.t')が大重くなると試柳申張時に中央部の其直を方向

の経糸と端部の弧形してVlる縫糸の間に張力の不同を生じ布強力が低レー値を示すものと考

える｡縫糸張力を大きくして製織した場合,経方向の伸度は減少する(第4図参照)｡そ

の結果,叡上の試験方法に基づく原因によっても布強力は増加するものと考えるQをお,

布強力の増加に占めるこの原因の寄与率は求め腰レ,が, ②および③の原因が①を除レ､た残

わ(70-80承)を占めるものと推定されるo

(ロ)経糸張力と緯方向の布強力の関係

応　　　　　　　瓜

(長＼bf)q遠軽cD壇的聴
¥

/＼

//∫ ､＼､＼-･一ノ
X

･ -一一一一一一一一東海式普通織庫(消極送り出し)

か一一一一ーー平野式自動織機

淡-一一水阪本式自動織機

電Si

v一一一一一----ノー一一一一一---一一一一~

__-0-----------

_一一一〇

20　　　　　　AD　　　　　　60　　　　　　80　　　　　1 ljO　　　　　120

経　糸　張　力　dj

(開口時の上側の糸と下側の糸の平均)

第3図　経糸張力と韓方向の布強力の関係
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患糸張力と稔方向の掛売力の関係を第5図に示す.レ､づ九の機種においても,縫糸張力を

高くすると緯方向の布強力も高くそる慎向を示しているD布強力の増加の割合法機種や条件

で若干の差はあるが,経糸張力が経糸1本につき1 ㌢増加することによりSc仇巾の緯方向の

布強力は4 0-8 0 g程度増/-IllDする｡増加の慣向は経方向の布強力と類似しているが,増加

率は緯方向の布強力の方が低レゝ｡

経糸張力の増加にょ銅蔓糸強力が増加する原因としては経方向の布強力の場合と同様に,

①緯密度の増加に基づくもの, ②経緯密度の増加による把持力の増加に基づくもの. ③試験

方法に基づくもの,が考えられる,緯方向の布強力の増加は全体で2-5 (晦/Sc7n)であ

b.痛強力の埠加に占める①の粟国の寄与率は計算によb占0-70車と大半を占め.残b

揮糸懲度の増加本数/5cmX糸1本の･冶力

緯方向の痛強力の増加値
×100)

5 0-4 0如ミ㊤と③の原因に基づくものと撞定される｡経方向の布強力の増加につレーて壮

(i)による寄与率よりも②および③による寄与率が大きかったが,緯方向の布強力の増加原田

については逆の傾向を示している｡経糸張力の変化に対する布の伸慶の変化が緑方向よbも

経方向が数倍も大きhことに起因するものと考えられる.

¢う　経糸張力と藤方向の布伸慶の関係
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･　　ニ東海式普通織機(消庵送り出し)

81----一一平野式自動織機

･､ノー一一阪本式自動織機
ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

＼
ヽ

ヽ
ヽ

9､

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ

'p

20　　　　　　40 d]　　　　　　BLl 100　　　　　120

経　糸　張　力(?)

(開口時の上側の糸と下側の糸eL)平均)

第4図　縫糸張力と経方向の布伸度の馳係

経糸張力と経方向の布伸慶の関係を第4図に示すo経糸張力を増加させた場合は経方向の

布伸度は比例的に減少する｡また,経糸張力を経系1本につき1才増加させることによb経

方向の布伸度は0. 1-0.2藤の割合で減少することが判ったoそして,全体としては25啓

～5 5藤と相当広範囲に変化することが判った｡

縫糸および綿糸の伸度は主として原糸の伸度および糸の屈曲によって決定されるものであ

るo経糸張力を増加させた場合,経糸の屈曲が戒少し伸度が減少するものであるo挽物内の

糸の屈曲と関係の深レ一散縮率と布の伸度の関係を示すと第5図のようにを9.このことをよ

く示してレ､る｡即ち.布伸変は経および緑のVlずれの方同におrJlても原糸伸慶( 8-1 0解)

に糸の軌衛率を加えた値にほぼ等しくをることを如実に示してLnる0

20　　　　　40　　　　　d〕　　　　8 0　　　　1 〔力　　　　1 20

縫　糸　張　力　LP)

(開口時の上側の糸と下側の糸･･/?平均)

舞5図　布伸度　と　織縮みの　関係

49



肖　縫糸張力と緯方同の和中産の関係

蕗糸張力と緯方向の布伸鹿の関係を第占図に示すo

5

&)曝萱轄cbLHJ. Cf藩

o_二一二二二X-一一一一一一一一-J~-~~-~~~~~~I~一

軒′

電　i
･一　　三　東海式普通織機

0-----0　平野式自動織機

メ一一一瑚　阪本式自動織機

2G　　　　　　40　　　　　　6D　　　　　　　80　　　　　1D D

経　糸　張　力(pL)

(開口時の上側の糸と下側の糸の平均〕

第6図　経糸張力と簿方向の布伸度の関係

経方向の布伸度とは逆に,経糸張力を増加させると緑方向の布伸慶は増加するoまた,そ

の増加の割合は縫糸張力を経糸1本につき1g増加させたとき0.0 2-0.0 7多と経方向に

比べて変化が少をかったo

縫糸張力を増加させた場合経糸の屈曲が減少し,その結果必然的に緑糸の屈曲率が大きく

をることは第7医はb容易に理解できるoまた.縫糸張力を変化させた場合の布仲慶の変化

(a)経糸張力の大きい場合

第7図　経糸張力と織物の経断面図

が緯方同に比べて経方向が大きレ､原題としては①伸度の絶対値が緯万同に比べて巌方向が大

きレ】こと㊤緯糸の縮みはテンブ･TL,や歳によって相当大きな力で規制されているが経方同縮み

の規制は経糸張力が主体であり緯方,司に比べて規制する力が弱レゝことが考えられる｡
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(7aDS＼解)堅離礁艇

(wS＼礁)健鮮喋*,

納　経糸張力と経糸および綿糸密度の関係

経糸張力と経糸密度の関係を第8図に,縫糸張力と掠糸密度の関係を第9図に示すo

U---一･.I

二二一一ー-一一一~J

l.･.･.~~~ニ-;東海式普通織機(消極送Ej出し)

o･--一一一や平野式自動織機

か一･･-一一ザ阪本式自動純機

零E i

縫　糸　張　力(9･)

(開口時･J｡上側LD糸とT柳,:D糸の平均)

島9回　経糸張力と葎糸密度の関係
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一一･一■

経糸張力を増加させた場合,経糸密度も緑糸密度も増加する｡増加の割合は,縫糸1本当

b 1 0才の張力増に対して縫糸密度の増加は, 015-0･ D 7本/5C,a,緯糸密度の増加札

0.2-0.9本/5cmとそった　即ち,経糸張力を増加させた場合経密度よb緯密度の変化が

大きレ､ことその他,敵機の機種や条件にエb増加0割合が異たることが判ったo

経糸落度が増加する原瀕は.経糸張力を大にすると緯糸の屈曲が大となb級物巾が減少す

るためであるo (第1 0図参照)o緯糸密変が増加する原因として(.･j:. ①経糸張力が大きh

ニ~~　二一東海式普通織機(消転送bthL)

〇一一一一や平野式自動織機

A-一一一一1阪本式自重臓機

′~ヽ

吉
＼..一′

壬

軽

152

0---㌧､一一､

も1一一Illニー一､

､ヽ　----

iF
一､- ㌦､1-----I-----0

20　　　　　　dO dO　　　　　　8ロ　　　　　1 [0　　　　　120

経　糸　張　力　的

(開口時の上側の糸と下側の糸の平均)

第10囲　縫糸張力と布幅の関係

巷緯糸の正人性が良いこと. ②練糸張力が大きレー程級上後にかIJlて,残留歪みによる経方向

の頼度が大きレゝこと.等が考えられるo

(n　経糸張力と布厚さの関係

運糸張力と射貫さの関係を示すと第11囲IDようになる0
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札1------一一-X

､ro

'~~~-一束海式普通織機(消趨送り出し)

Gト---O平野式自動織機

か~~~ ~-ぺF/守太式自動織棟

20　　　　　40　　　　　80　　　　　8 0

経　糸　張　力　研

ぐ開口時の上側の糸と下側の糸の平均)

第11図　経糸張力と布厚さの関係

1 DD　　　　　120

経糸張力を増加させると布厚さは滅少する慣同が見られる.尭厚さが滅少するのは経糸張

力が増加することによb布鱒造が変わるためであるo刷簿進と布厚さの関係を第12図に示すo
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Ⅲ　簿曲b構造

第12図　布構造の代表的3態と布厚さの鞠係



試験に用レ､た試料はⅠとⅡの布構造の中間の形態をとっているが,経糸張力が増加するこ

とにょ9,打の形態に近づき布亨さが減少するものと考える｡

(卜)縫糸張力と弧形塵の関係

一･.一･.-.一･一一東海式普通織機(消極送b出し)

Cト-I--lC　平野式自動織機

メ一一一一六　阪本式自動識擬

バックレス･1空荷Sとき

東海式普通織機(消極送b出し) ;　　　　平　野　式　自　動　織　機

布　中　央　部　　【　布　中　央　部　　　　布　　端　　部

雷

璽

藍

蛋

1.5

0--一一1----I-ll-I--I---_I_

X

＼

､　　ノー___y
l

k--/~

＼

~~~Q､

20　　　　　　AD　　　　　　6D　　　　　　80　　　　　100　　　　　12D

経　糸　帳　力　(pL)

(開口時の上側の糸と下側の糸の平均)

第13図　経釆張力と弧形度の関係

経糸張力と弧形慶の関係を第1 5函に示す｡縫糸張力を増加させることにより弧形度は

少する0号たその減少の効果も相当大きhoをお,弧形の尿召その他詳細につVlては後刻報

告するため省略するo

r2)バックレストの高さと布物性の関係

′ミックレストを高くすると.上側の経糸と下側の経糸に張力差が生じ,製赦しやすVlのが通

例である｡資材放物につレ､ても, Jl'ックレストを高くして製織される場合も多く,バックレス

トの高さと布の物性につレーて検討を加えた.

第14図にバックレストの位置と経糸壌力線図の関係を示した｡消棲送b出し,積極選り

出しのレーずれの放澱にふレ､ても,バックレストを高くすると上側の経糸と下側の経糸の張力差

が大きくなっているoまた,バックレストを下げると筏打時の経糸張力と開口経糸張力の差G

が大きくを9,敵前のだぶつきが大きくそって,製織しにくくなることがわかる｡貴台,パッ
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バックレストの低hとき
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第14図　バックレストの位置と経糸張力線図

クレストの高さと布物性の関係は第5表,第15図に示す.この場合,バックレストの位置の決

め方は機種によって差異もあb比較を容易にするため横軸に次式で示す経糸張力差を用いたo

縫糸張力差- (声や方や開口張77二嘩vl方の開F]琴旦) x 1 0 P___ __
開口張力の平均値

第3表　経糸張力差と布物性の関係
o平野式自動織機

条件項目 佝��|ﾒ��r��!緯強力 i(kg〕 冑��yy�ｬxｬb�豫�R�% 冉ﾙ)ynｹzYxｹ)r�巾 (cw!) 
バックVスト低LJlとき (経糸張力差_58), 鉄b����占0,占 ��#r綯���】15一口 鼎R綯�455 ������ゴ���縱R���129.0 

/('蕗蒜霜雪きち 鉄C2�l i59.6 I 白��#Xﾈ��.15_7 鼎R纈�45.5 末�ｺ��緜Hﾜ�r�｢�

○阪本式日動織機

項目 �*ﾈﾆ�ﾙ|ﾙG�ｺﾙ|ﾒ�����ﾉ7��廃仲度 �8ﾈ鼈�ﾋ������ﾏｨ+8ﾖ8ﾌｨﾆ�7��柿 
条件 亦��ｲ�(kg)I(庵) �(i) 剪�ﾒ�9(ｒ�(cn) 

パックVスト低hとき (経糸張力差152) 巴�鉄b綏田B���#ゅ����刹�6.2 鼎R���45.8 ��緜�Y?｢緜��ﾂ�ー5m5 

I(''基孟蒜詣亨liきち 鳴�鉄b縒�】l ≠占2.8仁248 l 刹瑞�.7 鼎R粡D�R綯���襾���*)����129.6 

o東海式普通織機(消碗送り出し)
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(唖)　噛　き　樟　G)　匡　輯　哩

(思)　蛍　管　轄　Q　厚　B:　蟹

占0

55　　　　55　　　57　　　　空i 59

巻　取　チェンジギヤ教(スタント伴卜57T)

55　　　　56　　　　57　　　　男　　　　雷

巻　取　チェンジギ,-戟(スタンダ-畔ヤー57T)

(gS/港)　鶴　軒　喋　塊
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(uLOS＼瀬)噛　髄　喋　缶

55　　　　55　　　　57　　　　58　　　　野

暮　取　チェンジギヤー数(スタyダートギヤ-57T)
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55　　　　56　　　　57　　　　想　　　　汐

巻　取　チェンジギヤー数(スタンダー呼ヤー57T)
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55　　　　5占　　　　57　　　　男　　　　野

草　叔　チェン._I)ギヤ-教(スクyダードギヤー57T)

55　　　　5ら　　　　57　　　　玉　　　　野

巻　取　チェンジギヤ牧(スタンダード車ヤー　57で)

d2

普通放機の場合でも自動織機の場合でも,巻取チェンジギャ一敗を増せば当然をがら,比例

的に梓糸密度が増加し,躍方向の布魔力が増大するoさらに,緯密度が増加すると交錯点の間

隔が小さく左9鐸糸の屈曲が大きくな在って,巾が減少し,経密度が増加する傾向がみられるC

た.緑糸密度が増加すると綜糸の正人也が悪くなb弧形度が増大する｡その他,経方向の布

億力や布撃さにつレ､ては歳著を変化は認められをかったc

Lかし.経欝方向の布伸度は東海式普通織機(消極送り出し)と平野式自動織機rL潤では変

化の慣向が異在ったo普通簸機(消極送り出し)の場合娃緯密度を増加さすと経方向の布伸慶

は増加するが緯方向の満仲慶の変化は見られをレゝ.他方,自動織機の場合は韓密度を増加させ

ても経方向の布伸度は変化せず.緯方向の布伸度が演者に増加したo　このlR虜は送b出し方式

の差異に基づくものと考えるo緯糸密度を増加させると.織前のダブツキが大きくをb,消極

送b出しの場合はその衝敦力で経糸の送9出し量が増加し.経方向の布伸度が大きく覆るo他

棟擾送b出しの場合は送b出しタイミングの関係上放前のダブツキによる衝敦で経糸の

送fJ出し量は決まらず,開口張力の大小に応じて決定される｡

(4)イ-ljングモーションの運動と瀬物性の関係

イ-ジングモーション吐開口による経糸の歪みを是王EL,あるvlは糸さばきを良くするため

忙用レ､られるが,資欄物の場合にはその必要があるのか.せたその効果はどうかを知る目的

で試験を行在った｡東海式普通放磯の場合は.イージングモーションを働かせた場合と働かさ

をかった場合について,平野式自動練裸については, ①勝かさをh場合②水平に近レl状寮で働

かした場合. ③垂直に近レー状態で薗かせた場合について試験を行去った｡

その絶筆を第5表に示す｡

①　働かさない場合

蕗糸ビーム

②　水平に近レゝ状態で

飽かした場合
③　垂直に近Lrl状態で

働かした場合

7t1-I;- ≡

d5



第5表　イージングモーションの運動と布物性の関係

平野式自動織機の場合

項目 ���8sr�苧駅 佝��ﾉ7��樺伸度 仂�ﾙB�幕鵠 佰ｨ+2�弧形度 ��IZ或��
条件 剪���(%) 剪��$ﾒ��(i) 中6竰�

①三÷窟芸㌢与 鉄ゅr�54.7 �#"縒�15.5 的�ゅ��45.1 �����1_55 ��&�r�

頑品‰悪等 亦�鉄b�"�ｲ�55.4 �#R紕�12.6 的�づ"�45.1 悶c�r�1.54 ��#偵R�

噸爵ピtL妄鷺等 鳴��ｳSR纈��ｲ�I 55.9≡25.8 ; �12.5 亦����CB�45.1 亦��ﾃc�r��緜B���#偵��

東海式普通紙織〔消穣送り出し)

諒､-＼警 價ﾘｪy)y�ﾂ�閣芋蔓警官苧 I 剿�観賞鵠 剴ｉｹ (加l 冑�ﾇ稲r�鷹守 

①三二窟芸宣言 鳴�ﾂ�SSs�Sr�����25.5 鳴�ﾆﾃD��42.5 白��R纈�b�01655 ���#b�152.9 

㊥三二㌢品竃=首 ���S"ﾃx�3Sゅ"����｢�l j27.5!15_7 l �42.2 鼎R襭�｢�lO.dG I �*ｳ�紊r��r�155.7 

自動織機(横転送り出し)についてイ-ジングモーS/ ,ンの運動別の経糸張力線図を示すと

第17図のように在る｡

i 冓 剿����

I 劔i l 

1 剪� � �� 

i � �� ��i � 

蔑打　　　　蔑打

I lR � �� �� �� 

㌔ �� �� ��

1 ノ 紋��A �� 

I ��D｢��� 白� ��

蔑打　　　　蔑打

l 

I � 

I ��白��r��� �� 

1 �� 鳴�ﾆ��

歳打　　　　歳打

①　イ一･Jyグモ｢リヨン働か　②　イ｢カ′グモーショソ水平VC　　③　イ-ジングモーンヨソ垂直に

きず　　　　　　　　　　近レ､状態で働かす　　　　　　　近Lr>状態で飽かす

第17図　イージングモーションの運動と経糸張力線図
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①イ-ジングモーシ甘ンを停止させた場合･機構上縫糸張力感知の能力が低下することも手

伝ってれ同-経糸荷重でも②㊥の場合よb高レ壌糸張力を示した｡ ②イ-ジングモーシ号ン

を水平に近h状態と③垂直に近h状態で操作させた場合では蕗糸張力線図に風土認められ走か

7　　　　　′0　　　　5

ri iiil Err

奮噸*)樺

了//メ

①　　　　②　　　　③

イージンクモーシヲソの運動

第18図

Q

匡14

内

壁15

12

①　　　　②　　　　◎

イージングモーシ甘ンの運動

匡) ㊤　　　　　③

イージングモーションの運動

イ-ジングモーショ ンの運動と布物性の関係
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ったムその結果布の物性は,イージングモーションを働かさをかった場合は,働かした場合に

比べて,蓮方向の布伸度が低下し,緯方向の布イ中庭が増加することが判った｡また布質さの減

少,織物巾の若干の減少績向も認められた-｡しかしイージンクモーションを②水平に近tn状態

で飽かせた場合と③垂直に近レ状態で勤かせた場合とでは物性の変化は殆んど認められなかっ

た｡ ②と③の状態における経糸の運動の勧程差が小さレーためと考えられる.

普通統機(消極送D出し)の場合のイ-ジングモーションの運動別の経糸張力-,纏図を示すと

第19園のように走る｡

l i 冤 l ll � ��ll l】 剪�

浴 劵⊥ �� 亦�亦�ﾂ����

I ��Vﾂﾘ�R��� ��I 白�

/ � 價｢�仞8��� ���

I 白���瞳�'&ﾒ�ﾂ�
娃正 價 I 剴匤`打lJ 劔��

】 �� ��l 1 】 ��l I I �� ��

i九 白�～ i 亦� �� �� ��

侶 �｢�l I ��1 肪� 鳴���I I ��

u) ��I 定���i 僵�� ��一 ��

I �� ��ー≠』 白�蕋�ラ 白� ��

腰 白�I 白�ﾂ�I i 冑��吋 �� 亦����

①イ-ミみグモーショyを働かした場合　②イ柵ツヨソを蕗かきない場合

第19図　イージングモーションの運動と経糸張力線図

蔑打棒の最高経糸張力値は①と②で差はをレーが. ①イ-ジングモーシオンを飽かせた場合,

経糸の開口張力が低く浸り織前のダブツキが生じてレ1るo

その結果,イージングモーションを働かした場合は働かさをVl場合に比べて.経伸慶が2多

高く恵b緯伸度が1虜弱低下し,厚さが軍く,放物巾が若干滅少する傾向が認められたoその

結果を第2 D図に示す.

刃　　　　　　　　2審髄菅偉(.I,匡9:麗

1　日

イ｢}ニ/グモーション

停止

占d

(b磯聖滞Q)匡9:敦

イ-シ】シグモーショy

動作

17　　　鳩

u L

イー-Jyグモーう.訂ン

停止
イ一二七/クモTyヨy

動作

了/了-メ

イ-ジングモーション

停止

第20図　イージングモーショ

イー搬シヲン

動作

ンの運動と布物性の関係

(5)開口･4イミノダと布物性の関係

政戦の運動タイミングのうち,布物性IIC一一番大きな影響を与えるものは開口タイミングであ

り,平野式自動敵機につLnて調査したo

実験は綜光が完全に閉口する泣置をクランクシャフトのトッ7｡センターすぎ1 00にした場

合と4 00とした場合の2条件で行そった0第2 1図にそのときの経糸張力線図を示す｡

嬢 侭¥(ﾏｸ肩*ｨ6x63x�ｸ5ｨ985籀+x*ﾂ�����,ﾈ,h*ｲ���(開口位がトップセンタ-すぎ 400のとき 

布 又�免b�l I,FiiFぎi 

中 央 部 ��ｷ�D���十日目 
1コ当＼HH '日日▲f‖ 凛Y(h､ｩJｩ�ﾄ｢�

!蔓l門ー 波F��vｵJ"�

n∴日 塞 �?ｩ?ｨ耳��ﾂ�
l 端ま l 部l i l 仍�ｦ穰ﾉY��ﾘ��%ｲﾘﾞﾒ�Ftt_it LJuLJ 

目し∴‖T iiFH｢｢ 

第21区l　開口タイミングと軽米張力緑園
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'l 襲 十 王琉 _qq ■-≠ 箪 ��布の中央部において軌開口タイミングを変えても縫糸張力韻図の形状や張力値に大きを変: 化は見られをレ､oしかし,布端部においては開｡タイミングを遅らせた場合(トップすぎ400~.三 の場合)には歳打時と開口時の縫糸張力差が大きくをb績糸の圧入超が低下して布端部で敵前-.7-毒 のダフ●ツキが増加していることを示してしへる0 第占表に開口タイミングと布物性の関係を示す0 第6表開口タイミングと布物性の関係 E至.I'l 唇ここ轡苧酢摩離維特徴顧苧晋棉:㌔.義 lE….蔓 俾��ｲ�Bﾓｩ�ﾂ�v�ｲ��(*B�ｲｲ�{8�ｲ�X�爾���爾���琴 ':A * 聖繋 号数 ～_-LtI-L gfi-: 主:*. 箪二 守. -_ち-I- 6-: だ-~､÷ 剪�

＼､.ll.5,p-,f1RD, 

布 中 央 部 布 揺 免｢�&ﾃﾙ5ﾔR�x�)iｹ5ﾖﾈﾜ����蒔ZX蒔X爾ﾘ蒔ZR闔ｪX耳���ｸ��ﾒﾘ����耳耳耳耳耳耳耳��耳耳耳蒔X蒔R闔ｨ耳��耳耳蒔R����劔劔劔劔劔� 

I ��l ��f 免ﾂ�ﾂ�� 

】 ∫ �� 白����� ��l �� 

十 重宕 <■ぎー 劔劔� �� �� ��I ∫. 白� �� � �ｨ爾� ��f �� �� 

ち -.+ i >冶 } 結 + ∴ ■ ち ��一一一十｢---1-.-----一･･･一 極上58.di2433,4B…45-9甘言｢1車7:-I_~表 布中央取■青 笹頼57.8且15-1回鵡車中91国璽 布端部藍88L5,5..:L255:55L.56:Ed67J.8dLB:LF]-==,iisB. 開口タイミングを遅らせた場合,弧形度が大巾に上昇することが判ったoその胤布の中丸三等 部では布の経方向の仲良厚さ,巾が微少ではあるが増加する慣句が見られる.しかし,布の-_Si 端部について(,i.開口タイミングを早くすることによb経方向の布伸慶が2摩滅少し,緑密度~:一議L �++_ 7=式 守f 汁 塗 遠 一､3 転 ∵‥ (L; -`畿 ++ %誇, 三一㌢ 逮 票Sf _~蛋 -器 (+ 蕪,; た;呉 叢 話L'曳 ~改心 qLjl^-. 甘.I, 幣- i:i;. 聖=i1-i-.:_1: i-),-漢 .L章章T _句を= Ri手f_こ. ､蔓草 ･菱姦 淫=- ��:,.LIP_I 一 芸∴.第22図織機の回転数と縫糸張力擦図 辛_7表織境の回転数と布物性の関係 こ.事､ LI__凋件項目摩駅摩射撃離磨廟霊廟醜㌔亨麿度再 

良 % ,-f,:- =話し 福と 訟≡ 毒轟き 近 †一 ㌢'L31 整護 持:T rを3:=i ･離 +' ･r_;≡ 叫:: i て-ど- ･‡≡ L-.こ,⊇ {:::- ･壷表 ��劔F-.6i24.7 劔劔劔��R���鼎R縱CR���剴�經唐�免ﾂ縱�ｮﾃ�#ゅ��

50rpml56.5i56.と‖24.5 劔劔劔��D"�免��Rﾓ�#CR�$ﾂ�剩CS���S��

を㌍こ き---の回級と経糸勘繰配第22図に,官軍転数と布雛の関係を#7表曙すo 

が約1本/5C7n減少する効果が明確に認められたo 劔15その結果.親機の回転数を変更し七も経糸張力値 ′~ヽ 

以上のことから,開口タイミングを変更した場合,試料に用レゝたS_産の糸密度および経糸荷三遷g-_ _1i ト量であれば,満の中央部の物陸封ヒほ小さいこと,しかし布の端部では明確を物性の変化が郵裏芸 められることが判ったol:み なか.布密度をよb以上に増加した場合や経糸荷重を磨くした場合は,物性の変化はさらに喜 拡大されるものと考えられるo ~~.義 劔終■三一仙1軌もin華は猛打絶間コ時とも変化がみられなか-た(布 教三二.一一.---120回J<min''空中央部,端部のレザれも)o鴫布物性につレ --.-十一一180弘ih,i'"0:芸1,%E警三三芸芸,rak芸慧;,,諾oL芸bL≡誓言 率,≡,,,5慧原.表は緯糸を経糸耶圧入する力の射ヒに負うと 事一一'.AJころが大きhと考えられるoLかし一坪井氏から 

(6)織機の回転数と布物性の関係 劔.,q/の研究結果では第2相把示すように織機の回転 

高島産地では現在普通織機から高速の自動軌擦-と設備の更新が成されてレゝる過渡期でもあ~､三菱 9,また高速の革新敵機の導入塵運も高まりつつあるo従って,敵機の回転数を高くした場今~実 -i一案 L7-)痛物性の変化を確認する必要があり,平野式自動織機を用L,,-{調査を行をつた.J=*/ tt一一二 一ニケ/- dBL1,4 こ.:'さ 劔馳55瓜65m8..盗芸芸三:..lヲ…三115tO三崇霊-oa誓芝篭≡三三 102.5975`92.5 ふさの変Jb(クランク角度)研究によるqよこ糸の最大打込数とスレ-の慣性 1旦里謡雷雲雲芸嘉臥力望苦:,:芸イ…:':芸…き.L冒,b2.4芸…≡芸芸芸 占9 



第24函

数は変化し.Cレ､をho

以上の絶景から.級樵の回転数を115

rpmから150rpm程度に上昇させて

ち,綿糸EE入力の変化は殆んど発生しを

Ln｡従って.席物性の変化が全く認めら

れ在かったものと考えるo

5.0　　　　　4. 0　　　　　5.ロ

I(晦･me)　　Oc･･開口タイミング

よこ糸の最大打込数とスレ-
の慣性能率の大きさとの

(7)緯糸の管権侍の糸張プブと布物産の関係

緯糸の管倦時の張力をディスクウェイトで100gと1805に調整し.東海式普通級機(潤

極送り出し)で製織後の布物性の変化を調査したoその結果,第8表に示すように差が認めら

九をかった｡練糸原糸に100㌢荷重を加えたときと, 180g荷重を加えたときの

1虜と笈少であること,および.これらの張力差は管から緯糸が解穿きれ歌口-打込まれる迄

)/7:大半が解消される等の理由によるものと考えるo

第8表　練糸の管樽張力と布物性の関係

蒜1--＼讐 佝��|ﾒ��r��韓強力 (kg) 佝��ﾉ7�����郡苧 舒謁r�観覧 佰ｨ+2�⑲��弧形度 CG) 丿���3t���

膏播張力1DOP 鉄H璽R�60.8 �#���1占.5 鼎#��44.5 冶ｺ������亦�C�S�繧�

管捲張力18〔】PL 亦�SB���SゅB��#"紕�16.0!42.占 �44.1 l 白�飛緜�r�1_12 ��S�纈����

(8)緯糸引き出し張力と布物性の関係

東海式普通敵磯(穣直送b出し)につレ､て.シ十ツトル内に猪毛を両面に貼付け経糸の引き

出し張力を大きくした場合と,猪毛を貼付けず緯糸の引き出し張力を小さくした場合の2条件

に二レゝて,布物性の比較を行怠ったoその結果を第9表に示す.

第9表　練糸引き出し張力と布物性の関係

項目 条件 �)yxｸｪxﾅ)G｢�関守摩砦 辻ﾂR�観忘 ���+2�ﾌｨﾆ�7���E｢憧�:���迄軏�

猫毛をし 儘�ｹ�R綯�25.5日6.5 鼎R縒�45.5 韮緜�R�1.51 i 白�s�#ゅ��

蒋毛2面貼付 鉄D&鉄b纈�24.5!15.5 的�ゅ����1 H5.7 ��緜#I?｣I�ﾂ���#���

緯糸張力を大きくした場合,経方向の和申鼠布厚さ,弧形慶が増加し,逆に椋方向の満仲

皮,巾が減少する傾向がみられるo即ち,緑糸張力を増加させた場合,第7図の伽に近い構造

かCja)に近い構造に変化するためである0

70

(9)撚糸条件と布物性の関係につL,'て

実験に開いた資材織物の原糸は, 208綿糸を5本合撚したものを用･vlるo撚糸は7ッ7｡ッィ

スク~を哨レゝて行そうが,実際の生産過程では加撚張力や撚数の変動も考えられるのでlこれ

らの効果につレゝて試験を行怒った｡

㈹　撚糸条件と糸強伸度

撚糸条件と糸強伸度の掬係を示すと第1 0表のように在った｡

第10表　撚糸条件と糸強伸度
o撚数と糸強伸度

~､､1-＼ー ~■-一一一 ㌔-､､ 涛UE譁��ち5T/ln 途誡���

強力(pL) ��#c��125日 】 ��#���

仲度(A 澱靠ｹ���l 5_98! I 途����

o加撚張力と糸酎申度

現在の規定轍( 15･5T4n )よb株数が増加すると糸伸度の増加がみられるoまた,加熱

張力を増加させた場合は伸度の低下がみられるDしかし, Lr,ずれの条件E/CかVlても糸強力の

大き夜変化は認められをかった｡

(D)撚糸条件と布物性

撚糸条件と布物性の関係を第1 1表に示す｡

第11表　撚糸条件と布物性の関係

o練糸撚数と布物性の関係

勝地関守 刪ﾜ強力 (kg〕 �+��b�l j竿砦 l 弌�¥ﾂ�範莞 �+�ﾖH+2�窒躋��髄質 】 仗���3v貭��#偵��

9,5T^in 鉄R絣�55.9 ��#CR���I l45 白�CU��45.9iD.6OP �!1.91 i 

15-5T/in 鉄e�"�54A 俣#R繧�E J14.6745-4.i �!445 ����r�l t1J5 I ��S���

17.5T/i., 鉄R絣�55.1 辻�#r絣�14.6巨5.5E442,D.&5 劔1.85 ��S�綯�

｡練糸加撚張力と布物性の関係

加撚張力物性 �)x羊�i苧酢 佝��ﾉ7�����卵管 僭�ﾙB�i 賢霊 �-�+2���贅��底形度 i(虜) 仗���3v竰�

505> 鉄b綯�55.7 �#d��14.7i45.5 I �44｣2 ��緜S��ll_84 肪��S�縒�

10DPL 鉄R絣�54.7 I �#b謦�I 15.7i45-5 �44.1 ��ﾃ�#�����1.85 ��S���

韓糸の加撚敬が智加すると糸の直径が太くをbその結果,経方向の瑚中産および厚さの増

加ミ題著にみられる(第25図参照)Dまた緯糸の加撚敗の増加によb緯糸の直径が太くをるこ
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第25図　韓糸撚数と布物性の関係

と,糸自身が硬くそることにより.緯糸の屈曲が減少し.巾の増大が認められるoしかし･鐸

糸の伸度妓加撚紋の増加に上る伸度の増加と,緯糸の屈曲の減少の効常が相殺されて･結果と

して技変化が認められなかった｡

加撚張力の効靴摘撚張力を増加させると緯伸度の減少が認められるのみで.その他の物瞳

の変化は認められなかった｡
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鵬　幣糸特性と布物性VCつレーて

布の物理的特性,とくに布の敦伸度特性はI票糸に依存する面も相当大きく. 1)一引張試験機

を用いて原糸の管選が行表われてtnる｡この場合,リー強九伸度値と布の憩伸度の関係を

知ることは大切であるo Lたがって,原糸特性の明確を原糸を用レ､て種々の製織条件で布を製

織し.布強伸産との関係を調査したoその結果第2占底のように在ったC,

原　糸

リー強力　48.2kダ

伸度　5.16解

撚　糸

強　力　1.55kグ

伸　度1n4虜

経強力　50.5-56.7kグ

(製織条件の差異による巾)

経伸度　22.2-50.0解

(製織粂件の差異による巾)

緯強力　55.8､62.5kg

(製織条件の差異による巾)

韓伸度15.0-15.占解

(製織条件の差異による巾l

第26図　原糸リー強伸度と布強伸度の関係

即ち,布の葡伸慶特性はおおせかに,原糸特性から次のように推定出来る(厳密には原糸や

瞳の変動も考慮すべきである)0

原糸1)-親力X ( 1.04-1.1 7 )-経方向の布強力/5C流

原糸リー強力×( 1.1 1-1.29 )-緯方向の布強力/Sc茄

係数に巾があるのは製鉄条件.その他級機の特性等に毒づくものであb.この係数吐梨級条

件と級境の機種等が定まれば特定する｡ (伸慶につVlても同様である)したがって,各企業庵

にこれらの係数を把握されて製鉄条件の可否.受入原糸の管理等に利用されると良ho

nl)布の経時変化につL,,て

製織直後から遅壌状態で布を放置し,布の変形を調査したC,その結果を第2 7図に示すo

(次頁参照)

その結果,型絶後約1日で全変形の70-80藤, 2日目でほぼ完全に変形が終了すること

が判ったo　また,布の放置条件を変化させたときは布もそれに追随して変形するが.その変形

も1-2日で亨己了することがわかった｡したがって布の物姓試験は製絶後2日以上経過してか

ら行なうのが好ましレゝといえるo
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その結果.おおせかに見て,裂親条件のうち布の物怪値を大きく変化させるものは,経糸荷亀 綜糸密度,イ-ジンクモ-シヨンの動停等であり,逆に物性値をあせb変化させをレ､条件は敵機 回転数や管魔張力でr茸'るといえるD怒i>,個々の物性値(産強九鞘虫九..-.一.-.弧形度etC) 別についての影響度の大きい製織条件の稽類(,i第12表から読みとれるoLたがって,生産管理 や故樵調整の参考とされた.い0 76 -秦 I.i -=婁 兩ｩZ�ｽ��8ｩ��ｹZ或���ﾄ9%竰�sr�ﾒ�
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放　　　物　　　巾　(C孤)

東海式普通継(消極送摘し)の場合も平野式自動敵機の場合-いても･弧形慶･緯方向

の耐申鼠強力等の一部分を除レゝて虹織物巾と他の席物性との関連が慈恵ることが判ったc L

か;って,製織中に放物巾を管理することにより･他の布物盛の管理も表され得るとしっえる｡

Ⅵ.お　わ　り　に

以上梨級条件と布物性の関係につレ､て･試験露黒を報告した諸の物触種的製敵条件の

変動によって,大きく封ヒすることも多く･敵機の穫種を統一することは勿論,断機嶺に如

ても製執条件の高精度の均→ヒ･および十銅管理をすることが大切であるoをお7この産別

定性的には試験を行なった規格以外の資材織物についても,十分適用出来るものと考える｡

したがって.資材執物の生産管理や諸条件の設定の参考に使萌されたLno
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(3)生糸下溝排水の処理法についての一考察

技師　中　川　　　　哲

1.目　　　白勺

近年産業の急速を発展にともをh都市近郊Jji勿論,農村地帯にも工場進出がみられ,それにと

もをし(公害が裏面化し,当県においては琵琶湖総合開発が具体化し実施段階に入るにつれ.住民

の公害に対する認識が深まれややもすると今まで見逃がされていた些細夜事柄にまで関心が寄

せられるようになってきた｡

長浜における縮緬の生糸下溝排水は量も少な( ,河川を汚濁するまでに至ってh覆いが,上記

のように公害に対する住民意識が高まるにつれ人体や他の動植物への影響がないか不安になり.

菅酎目談も聞かれるようになってきたo縮緬工場よb出される排水量は規制以下であるが.下溝

剤は植物性油,噂をどを主体とLたものが多く.界面活性剤を加えて乳化させているので排水は

白濁化し嫌忌感を与えるoそこで,これが透明に在り.且つ成分が規制値以下になるようを処理

方法を検討してみた｡

2.供　試　料

当地区で使用されている下溝剤.その使馬割合,下溝法をアンケート把より調査した結果は表

1のとおbであり.その排水の外観は蓑2のようであるo

E表1コ　生糸下達油剤と下溝方法
経　糸　用

記号 �ｨﾖ�ﾝﾉkﾂ�i関守 緬�X蜥�����摩墓守 况阯B�竄R��f謂守 ��岔,9d��

A �5(986h985�8ﾘ�ｸ5�8ｲ��4x7ﾘ6ﾘ�ｸ8ｴﾂﾘ泚8��6.0 2.4 鉄���i 100 �"縱��8.40 ��ｩU�$Y�R�

B 迄5(986h985�8ﾘ�ｸ5�8ｲ�冤�糘�ﾂ�+(ｴﾃｨｸ踐G2�1.8 0.4 0.5 填ｶ飛�60 筈B繝R�l 4_a〕 ���

刀 �(5(986h985�8ﾘ�ｸ5�8ｲ�ｨ4x7ﾘ6ﾒﾒ�8ﾄﾂﾖF､��0_5 0.9 �4D��60 �����6.50 ���

コンデンスローゲル ソ′レゾールLS エマノーノレLd〕0 �"紕��綯��綯�150 田��2.40 唐����〟 

事 】 l l J �5(986h985�8ﾘ�ｸ5�8ｲ�4x7ﾘ6ﾘ�ｴ､ﾂﾄﾃc���ｴｧgg龍ｧb&�&r��5.D 1.2 BIa51 �#モ�ﾂ���60 ��經��7.25 ���

ソルゾ-ルLS ��繧r�15 田���12.皿 迭���ふbかけ 

7 I ���2.0 ��R�15 ��R經R�15.5 ���

i I ��｢��r�10.0 塔�*ﾃC#�����"經��2.4 ���
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.…≦喜.H.)三芸芸警志望芸≡芸冨集剤と有棟高分子離剤卿が卿あるo 劔ら.二一一の再使用も糾冨つかなくなるO o;tp-軌吸着材によるCODの変化 
_才､ 酢 ､∴ 賢 一l▲- ■ 賢 輯 a.二戸 + ド 捕 【■ 醗 + 十 .:+ ■J違 約 駕 i i t + i + 良 艶 ■ LT,5 rL-= ･tki 賢喜 ば をJ E 弘 藩ぎ ト 5+ 掻三 .娘 ;.手と <;= ++ 慕 経 ･{S. 薙ぎ uI. 取. を= ∴ 浄 書 fJ I- Tl∫ 劔��?�､2�7��ｳ｢ﾘ甁�ｶ�蔗�di9b�辻ﾙ)｢蕋�ﾈ�2�7菠��/�ﾒ�ﾇﾊHﾌ���ﾈ8'簫�ｲ粭ﾇJH爾�蓼璽ﾂ�ﾘ8��6�rﾒ簽討����6��Sﾕ�ｸ袵�$x蔗�ﾅ)�ｸ��B��?��袵����+ 女= +一一I 汰_:: だて-I i迄 :兵~' ギ二､ ∴~一` :I -il:- --/:-p tPIl 十 yTT を㌢ -r*! .+_ -i_-/Tt i:-ヒ_- i~-7 三_i1- 薫-よ-. (lt.A1- ｢~～よ いき._. I-L-_'妻索 ･=軍=- ~見r 

排水のPHは7.6-6.4で大体中性といえるが,処理水は.5-1-2.占の範囲で.凝集剤自体 のPHと.排水のPHとの影響によって決まるo塩化弟二鉄はPHを庵端に低下し.中和に要す 劍�yﾘ+X+ﾙG)�X,ﾄ4�,�,(+X-h,Bﾆf｢ﾘﾝ踪ｷｩ(Xﾝ�,h,ﾈｭhﾅx/�鵁,ﾉwi|ﾈ,Xﾅ(ﾋ�+X+ﾘﾈｸ惠,ﾙ(�,ﾈ,b�*�.�,X*�.薬�

る7}L,カリ量が多(必要であるo 劍韜{�ﾒ鞍�Yw���ﾝｹG)�RﾓS��62��

oスラツヂポリウム(SV) 劔Kr...軒紙No.2(2度.戸過) 

1 �5(986h985�8ﾘ�ｸ5�8ｲ�5H486ﾘ�ｴ･d跿S3�,ﾈ7H8ﾘ6(4�,ﾙ�ﾈ,儂Hｧ(+X,IX(�2ﾉ+鞅萋R�ﾔﾈ*ﾙ{ﾉ�h��僵主..-.ハイセパーV(5層5j-過) 

雄 i 傚�/�tﾈ+Y(hｭH,YX)uh+X,H*(.鑓ﾊ乂ﾈ*�,ﾅ2鑾�,ﾙ�ﾙ�,�.h.�Xｻ�/��X*ｸ*ﾘ�8*�.薬�ﾄ�ﾈｴ�ﾘ)Zｨ��ｼ8�ﾝﾈ,ﾉEｩ7�5��|｢ﾉ_ｹd��僵主.--.ベン-イ順着(#集酎0藤液を20cc添加2分掲拝)→ハイセパ-レ( L=:,L,5層)潤 

I 1 �)8ｨ,仲&偵����ﾙv阯I/i7�/�諍w�+x.��ｨﾘx*ｩ�ﾘ+X-h.h*H,R�+�.ｨ,X*�.ｨ,�:��-ﾈ+ﾒ�'WB�,x+�.x/��b�,�?ﾈ.ｨ,H.�.h*(*｢��:�,X,ﾙE97�*ｨﾘ(曁*ﾈ.�+ﾘ-�8ｴ�ｼ8�ﾝﾈ/�?ﾈ.ｨ,H*�.r騁ﾈｴ�W��ﾝﾈ/�5��+r�.�,bﾉ8IG��9�H,�.�.h.�*｢頷ﾉZｨ,姶x藕*ｨ,X*ｸ,�*(ｭH,仂8�*ｩ�俎8+X,H+X-ﾈ*"顏弍ｨ,ﾉmｩ4�/�$"�僵1-..ハイセパーvd3-過.もみ夜がら活性炭｢5-5別×550兄畑)通過 亡表5コ炉材等によるCOD除去率 ユ~_;: 

しをLJ1ことがあるD 劍韜{�ﾂ���4�H�ｸ騷b闇ｲ��ｲ�纈茶ゴ��ﾂぴ��

排水中(,r=有機高分子凝集剤を投入し十分な捜拝を行ってから.無機凝集剤を入れた場合がよIJr, �4ﾒ�ﾜ緯��ﾕ�罎�ｹ2ﾒﾒ��ZB�v��ｶ��ﾃｦ免ﾂﾒ����F�陳��8���������S6�6ｨ�ｲ�G經ｳ｢�討����ｲ�,Hｷﾂ�#���#sU��J��HvB�
i 佇ｸ惠/�;�+ﾙ<ｨ-ﾈ+ﾒ騁ﾈｴ�|8�ﾝﾈ,ﾉ5��|ｨ*ｨ晳n�+X-h,h7�5��ｸ�8,ﾈ7�6x,(*ｸ*･�-ﾘ.x.ｨ.薬�僵T5.126468.2 

o凝集剤添加と授辞 劔Ⅹ25.1207175.1 

ア}L,ギン酸ソーダを添加する場合.添加量によが防度と排水給量が変化するため,単位時間に おける増枠度に差が生じ,均等な塘拝を各試料に与えることが困難であるDまた,試料や凝集剤 劍ﾊｸ�H��?�ﾓｦ綴ｴｲ�6鉄R粨���3SC#h�8ﾇﾃCB�

の種類によって.フロックの_【図5】凝集利別;tP-過速度 劔縫糸排水Kについて払ハイセパーVを炉材に使用したもののCOD除去率が他よ帰す(.れ 

生成時間､形状,安定性等に かL^てもー徴雛達いがある塩化第二鉄 ので,-に-いては,排水120二二mm&777:ミミ.アJVギン の性格や顔集剤の種類,処理 装置の型式を十分認識し.時100 劔･た結果を示し転ポリプロ舶臣は油の吸着性能にすぐれ水洗をどの操作によb再使用が計れる こと,使用不能時!,i:焼却ができ,有毒ガスの発生が少をhこと,取扱いが簡単であることなどの 三~-利点があるo ベンけイ卜吸着払S.Vを増大させ,iP-材の目詰まbを早めるし.活性庚は再使用時に問題 (焼成熱管理など)が残るo 

間.方法を決める必要がある080′了 劔0着色耕水の次亜塩素による脱色とCOD変化 

o寄集剤の種類と沖過速度/ / 劔色分けに使用する絹用傾染染料払凝集法で闇見色しにくいもので,次盛塩素で脱色を計ると 

;｣ 泰盛 掛 I ｢ぎ ■訳 /L-t篇 丁し た 千 モ ト 刹鼬ｾ#Tt:至芸J;≡三重書芸4aO′亮,,,I:, 劔二■■ともにCODの除去率を上げることを目的にし,且つ凝集時PIl詞整kLたものとそうでたいも 宗'ミニ二のの次昏塩素の必要量と処理水の外敵CODの変化について,調べたo 脱色剤.-.-次盛塩素酸ソーダ10飾液√有効塩素15帝) 
のとおbで塩化第二鉄が遅く,′// 劔中和剤......NaoH4虜液 

硫酸ア/Vミ--ア′レミとアS2ecO′/fL,;/ 劔凝集至朴.--魔化第2鉄1口%液 

･レギン酸ソーダ併用のもののX,:,/ 順に戸過速度が速(なるQ有Occ売品孟蒜蒜 劔仮染染料.-シノレクブルー.シ′JL,クエロ-(M社製) 試料.--冗(実際排水) 
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Kl -凝集時PH調整なした処理水

K2一凝集時PH未調整処理水

K①-K逐次盛塩素で脱色した処理水( PH d･占)

Ⅰも-喝を次盛塩素で脱色しPH7にした処理水( PH7 )

処理方法

試料K(実際排水)各2 0 ruccに塩化第二鉄を1.6ccを添加し.一方は. 0.8ccNa oHを添

加し頻集うせ昼とし.他方はPH調整せずKp試料とした｡レ､ずれも､定性周声紋No･2を使用

し2度軒過をLて試料に供したQその結果を表占. 7に示す｡

こ表6コ　脱水に要する次重壇素量とP H変化

亡表7】凝集時のPH調整有無と脱色によるCOD除去率

試料 �4�&ﾂ����除去率(啓) 

K 都ィ�- 

K1 ��C��■82.1 

K2 俣�S"�85.7 

KT ��3�#B�∋84-2 

% 鳴�����84.9 ーI 

Xlは.育味の強いエメラルド色を呈し･次塵塩素による脱色には5･ 1ccを要した〔脱水後のP

Hはi.占と怒り.そのまま放流できるものと考えられるo喝-i, PH調整を行わずに凝集させる

ため,十分に凝集が進まず.したがって黄味がかったエメラJVド色(鉄の色が混入している)と

怒れ脱色には0.5ccの次塵填薫を加えたが,膏味は薄れるものの(本来の脱色は完了する1黄

味がだんだん強く怒ってくるo放流するために/iPHを7近辺までし75:ければ75:ら恵ho NaoH

を0.8C億加する必要があれ　PH5-4近くでフロックの形成がみられ.約5分後に転沈積物

(洩黄色)が認められたo経時にエb上澄液は無色透明となってくる｡これは療集時にPH調整

を行ってVl在いため完全を凝集がなされていをかったためと思われるD

Klに比して,現は次魔境素量が少なくても十分に脱色でき透視度の良好な処理水を得ることが

できたo K①と晦の処理水を上戯するとK①の方がやや透視度が悪いと認妙られ, CODを測

定した結果もわずかながら】転の方が除去率が高いとレ亘るo Lかし,晦は中寺僻に沈殿物が

生じ,それの炉過が必要と怒るため.工巻上問題も残ると思われるo

94

5･試作処理装置による処理とその結果

以上の基礎的な試験に基づきt下溝排水を処理できる鞍凱試仇たDその蜘各.Ii酌のとお

bであるo

間歓少量排水はピッ

トに貯留し.擬集浮上

櫓と兼用して処理する

ことは可能で,装置も

比較的コンパクトでよ

いと思われるQ

下溝排水の性質が油

脂･噂を主体としてい

るため,擬集言れたフ

ロックの大部分が浮上

することに注目し,動

力を便相せずスカムの

硬り出しを考えたo即

ち,浮上したスカムを

凝集槽下部より若干の

清水を注入することに

よb溢出させ, 5j一過す

ることによりスラッジ

として煎り出すこと!,C

した｡凝集浮上糟に残

った余りフロックを含

まない処理水は槽下部

よb放出し,罪過器を

通してビットに留め,

PfI調整をして放流す

るD塩韓Criインベラ使

用と･泡沫揖拝等が考

えられる｡

亡図63　　試作処理装置略図

7uluuiu 剩r 

llHllli州脚ーl州l 

誌為さ前説(,,-,-;-.i:;髄琵藷 ■.E5-日.ロ.- 

⊂コこコ亡ヨ■ 
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動力をあまり使用しないで処理をするとしへっても,実際には排水口より出た排水は,ビットモ

射褒集糟へ送るためにポンプアップしなければ在らないし,また招拝についても.インベラで行

うl.F7IL Lろ,あるLJlは泡沫塩韓にしてもやはb動力は必要になるo

●処理方法

試料名･排水量---･･.･一･-･K　(20D)

凝集剤･添加量･･･-･･-････････塩化第二鉄( 1 0承)　2 Doc

撹　拝　方　法.･.･･.-･･-･･-･･･インベラ及び泡沫根幹

炉　　　　材I--･･-･-･･･.ハイセパーV(ES-500, HS-500. HS-200)

を重ね一層とし､それを5回通過させる

越　流　水　量-･=--･･t･--約　5　β

脱水劃･添加量･.･･--･･･-･-次亜塩素( 1 0啓)　50cc

中和剤･添加量---･･･---NaoH( 4蕗)　8 0cc

●結　　　果

処理水外観--.･-･L･･-･･･透視度5 cc7n以上

処理水COD値･････-･･･-･････6 0以下

境拝については.泡沫環拝とインベラによる両方を試みたが.泡沫頂拝の欠点として発泡する

ため.清澄水で押し上げてもフロックが越流しにfL^ことがわかった.

インベラによって境拝を行い.清澄水注入による液面上昇によってフロックを凝集槽上矧よb

越流させI d=7過してできたスラ,ジは.自然脱水( 2 4時間)把より,固形物として5j-材より剥

がして砺り出せる｡ 7TP材はそのままで2-5回の再使用が可能で.節_b出したスラッジは.金網

状または,簾の上で風乾すれば石槍状になり.白旗性があるため簡単に焼却できる｡凝集剤の壇

類や添加量･ PH ･梶拝の方法その他条件を考慮すればCOD値は5 0以下に下げることは可能

で.活性汚泥法との併用を行えばBOD値も規制値内に収め得ると考えられるo

6.お　あ　り　に

生糸下溝排水は.乳化した界面活性剤が多く使用されているためそれをそのまま流すことは先

に述べたように.公害意識の高陽とともに.例え排水量が少なく.無害であるとL^っても完全を

処理を行うことによ9.これ以上自然環境を破壕しないという姿勢が大切であるo

この排水につhて,その処理方法を凝集法により実験した結果. CODや透視度について規制

値以下に処理する見込みがついたが､ BODについては時間の関係上実験ができ浸かった｡

また,排水の種類は多種多様であり.濃度の変化,混合とその割合によって処理方法が異なる

ので.各=場の排水については予め実験を行ってから処理してほしいと思う0
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(4･)芯地の洗タクによる物性におよぼす影響について

技師　塵　取　喜　寿

工.はじめに

馳帥ろいろ柚料分野に-られlその用途に-で使用-る素材,規格等も多く,こ

の織物Iril芯地としての生命が､洗タク等によるアク-ントがあっても変化し-のが邪で

あbcしかし凋物-らかの形で洗タクを操蟻-て,使用するため,その影響が大きしっと

思われるo特に芯地私裏生地との関係上フィット性が悪く去ると織物の外観を著しく阻削

れる危険があるoここにt芯地としての絶対条件である収鵜性･剛さt防しわ性∴樹脂等の洗タ

グによる影響を測定しt今後の試験研免指導の賃料とするo

Ⅱ.試料および試験方法

試料とLて現在紐川.愛知川地区で生産されてr^る芯地1 2点を入手し.その組跳蓑1の

とおbである｡

表　　　　　　　1

育料 刄^テ糸 劔ヨコ 劔剿m重量 I(5/m,) 7日4 剄Pさ (%) 0.25 
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1.洗タク方法

一般増産で用レ.られている洗タク機を使いマ′レセ′レ石けんD･25%(水蛸して)糾50:

1､時間10分,温度40oCでかこ竜い, 40℃の水ですすぎをしたo

2.樹脂畳

JIS. L- 1041樹脂加工織物試験方法に基づき､水脱落棚旨畳.石けん脱甜脂嵐定

着樹脂量を眼し､全樹脂量を鵬した｡ (試験片′{イヤス方向1 0mlX 1 Ocn)

5.収縮率

JIS, L- 1042収--方法に基づいて･ 1･の方那洗タクした場合の収縮率を測走

した｡ (試験片2 5C7nX 25C7n)

4.剛軟度

JIS.レ1004綿織物試験方法に基づき1 45｡ヵンチVパ法により剛軟度網走した∩

(試験片2CnX 2 Dcwl)

5.防しわ率

JIS.L-1m4モンサン憎(-50DP･強,放置5分)により,防しわ率を測

定した. (試験片1･5cmYA爪〕

Ⅱ.試験結果と考察

1.樹脂畳

芯地のほとんど焼畑離,かた盲をどの向上のため欄脂及び糊付加工が施されている

が鮒の種那よって,珊=の方法が異な9.樹脂や糊の付着量もしへろV,ろであるo仮払樹

脂虹によって絶対収縮しない芯地であっても,蓑生地の形くずれが-とは断言できたいと

思うoなぜ的鮎地が絶-臥-と-ら-からであるoこのよう丑ことを考えると一

朗旨加=の方法･付-洩度等についての研究が-に思われるo洗タクにより糊や樹脂が

脱落するが原布の糊及び樹脂量と･その脱落量を測定すると第憎のとおりやる0

(第1囲次頁参照1

第日勤ように,洗タグを1回行っただけで机-2 5組糊や樹脚牌が見られ.洗タク

回数を増やすことによって･徐々も･こ脱落勤増加するものや･あ机変化の飢塙韓朋品が

耐洗タク性路試料とも良く-oこのように.洗タクによる-の蛸は･収縮乳かたさ,

その他の物性に影響を-ほし･ -地とのフイッt性-害する原因と売拙め,樹脂材の

茎乱獲度.仕上温風絞帽等を今後検討し帥ればをら帥問題であるD

朋加工の際,榔旨の-内部-の浸透性について,潤乱濃度,酌等l/=よって異を

るが,布の義郎付着し離内部-の浸透が悪いと洗タクによ凋落も早いo一般に芯地鯛

的れてしへるウ-JL,I V-ヨン･麻-i-性が高く.ナイロン､エステ′レ%E/･適いため

に,その付着量が重要である0
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20　　　　15　　　　0

ヽ一.

樹脂および糊の脱落率　解

qLH

第1図　樹脂の付着量と洗タクによる脱落率
(試料の都合でA, Fは省く)
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→　洗タク回数
記号の下の数字は糊.樹脂の付着率摺)を示す　A二　5,5啓

樹脂の付着量を判定した結果.クー′レ使いの芯地は,ウ-/i,本来の特性である風合LJlをそこ

なわ貴いためにも喝脂の付着量は少な(. V-ヨン,麻等の芯地の場合はかたさを付与するた

めに,それらより多(付着してLrlるo Lかし.簿脂の付着を増やせば,理想的と思われる風合

V-･をもったウ-ノレ芯地と逆行してhると思われるが. V-ヨン.麻たどは繊維の性能上(風合

しへ腰.はり等)また､その樹脂加=の効果の減少を少をくするために付着量が若干多し1と思

われるo hずれにせよ,耐洗タグ性がないと.亭耶旨加=の効果が減少し,織物の硬.ハリ,か

た盲等に大きく影響を及ぼすものである｡

2.収　縮　率

芯地における収縮率tri,特に重要をポイントで.織物の収柄を防ぐために樹脂加=が施され

ている.一般に織物は仕上=程に去1へて.しわ,風合いをどZr,:よって所定の巾に広げられる｡

その広げられた織物は.何らかの形で弄ろうとしており.それを防ぐのに芯地の場合上記のよ

うに加=されるわけであるが､現在.収縮率の良否を判定するのに浸溝法( JIS. L- 1042.

D法,石けん佼法)で行われている.しかし.実際消費者にかいては,洗タク積を利用するた

め.芯地に相当Ii:外力を与えており,収鹿が促進され.第2図のように,洗タク回数を増すこ

とによって,収縮率が徐々に増加する傾向を示している0
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収　縮　率　　㈲

一十　洗タク回数(現1

G H i ∫ K L

7 占 �� 

4 ��r� I/I. 
5 ���｢ﾒ�窗��ﾗ"�

1' 

2 窒茲ｲ�
__●-.-.～ 

1 G ��r�ﾄ貞��R籌停簫粐ﾘ耳耳爾�

llt 酎2545度12545原12545鷺12545鷺12545鷺12545 布布布 

収碍率と樹脂脱落との関係技.当然樹脂が脱落することによって先述のように元の巾に戻り

易くなり,収縮率が増加することは冨うまでもかJlが全体に樹脂脱落率と同様-回目の洗タク

で相当収縮し,その後の洗タクで/I-i徐々に高くをる傾向を示Lているoこのように.樹脂の脱

落は収縮率に大き丑影響を及ぼすものであるo Lかし.芯地の性能上表生地の収縮率と同じで

ある方が.むしろフィット性も良く,無理7iしわ(蓑生地と芯地との収縮率の差)を発生する

ことが丑山ように思われる｡

一般に理想的と思われる17-JL,芯地壮,繰方向の収縮率が非常に高く蓑生地とorjフィット性

に問題がある｡

5.剛　軟　度

芯地のかたさも収縮率と同様,樹脂加=の影響が大きく左右するが第5図のように剛軟度も,

樹脂が脱落することE,'Cよって.柔らかくなる傾向にある｡

第3図　　洗タクによる岡軟度の変化

A B C D E F

原1 5　5　　原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5　原1 5

布　　　　　布　　　　　布　　　　　布　　　　　布

→　洗タク回数 l　~■1　1.　1-　1･l I l　･1　-　-･･-　▲■.一_Il･-　▼一,I



K L

.　　　_.　TY　　　　　　　　+･.-　　I･･　･.　　.J J.　.

→洗クク回数

やはり洗タクによる酬旨の脱落の影響が特に-回目の洗タクで低下(柔らかしへ)し･徐々に

低下する慎向は.収僻'剛軟度と同様であるo Lかし.ウールを使ってLlる芯地L JtK･

Lを見ると(緯糸は全部用いられている),洗タクによる低下が他と比較して少帥oこれは,

ゥ-)レの持つ繊維の弾性度がレーヨン,麻等と比較すると前者離､を帽く,多少の樹脂脱落

があっても.大きく低下したいためと思われるo

試料によって大き梢があるが･素軌織物密度,香S,樹月旨加工方法等の差が大きいため

に一概に試料の良否離睦が困車であるoしかし･ウ-′レ芯地のように麻布および酎ク雛

帥ても,柔らかくて雄拍ある(反発性･防しわ陸-･-･後述)洗タクを繰り返しても影響

が小帥芯地が駅であり.その他の芯地軌捌紺や付着量にもよって異なるが･眼度は

比鮒苗vlj㍉洗タクVLよる影響が大きく1 5回の洗タクで最高5銅も低下が見られるo (

試料H.タテ)

4.防しわ性

芯地細山馴化状態から開放したときの反発性欄箕性) -生地植える影響も大きく,

特に加工工程での-方法や素軌織物設計等によっても異なるが.少机とも洗タクによる

防しわ性が低下しない方が望-i Lho

第4図から洗-Rクによる防しわ性を測定したが,はっき虹た傾向か見られなかった0
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第4図　　洗タクによる防しわ率の変化

A B C D E F

原1 55　原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5

布　　　　　布.　　　　布　　　　　布　　　　　布　　　　　布

→　洗タグP]数(回)

G H I J K L

原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5　　原1 5　5

布　　　　　布　　　　　布　　　　　布　　　　　布　　　　　布

→　洗タク回数(回〕
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しかし,素材別にやはりウール便Lrlの芯地は防しわ性も高く.洗グクによる影響も比榔舛＼

-a-しへ｡

正.ま　と　め

芯地の洗タグにおける影響は.過去lTlSとんど研究が夜されて複<,その基礎データもかハo芯

地は,織物C,淳C)下的存在であるが.芯地の良否が,表生地を左右することが明うかであり一義

生地とのフィット性を考えると問題点も少夜く在ho

これらの試験結果から,

①樹脂や糊の付着貴が洗タクによって減少をきたす(咽の洗タグでf,～2 5蕗減少)

②繰返し洗グクに対して,収縮率も大きくなり･ 5蕗を越える試料が1/5もあるo特に

ゥール揖也( L )は洗タクによる外力でスケーJVが収縮し,一種の締戟現象を伴ったもの

と思われる｡
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寮155　原155　原155　原155　原155

布　　　　布　　　　布　　　　布　　　　布

(奇収縮奉にこれへても･ 1回目の洗ククによる影響が大きく.樹脂の脱落量と同じ傾向を示

してhる｡

④　剛軟蟹も収縮率と同嵐洗グクによる樹脂の破嵐脱落のために,低下する｡

⑤　ウール芯酎⊂おける剛軟度射出の試料より柔らかい｡

⑥防しわ性L,'C凱′､て,ウ-′レ芯地は洗タクによる影響も小さく,また.防しわ陸も苗しへ｡

芯地の理想像軌やはり,かたさ･腰,ハリのある収縮率も小さく(表生地との調和),しわ

に机難vll洗ダクに対しても影響を受けたhものが良L^が,比較的ウーJレ芯地,軋それI/1L近い

(収縮率を省けば)o他の風L/-ヨン芯地にお小ても.それに少しでも近づくような加=方法

が望まれ1,れ今後,耐洗タク性で特に風合し(をそこねをいよう-;=加=法の研究が必要であるo

別ナ･芯地の物藍資料として,引裂強九摩擦等の試敏を行ったので参考として以下に掲げて

おく.国中実線轄タテ方向,点線はヨコ方向である｡

F G　.. H I J K L

+--一･1---.･●

驚1155　原155　原155布　　　　　布

原1 55　原1 55　原1 55　原1 55

布　　　　　布　　　　布　　　　　布
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A B C B E

原1 5　5　原1 5　5　　原1 5　5　原1 5　5　原1 5　5

布　　　　　布　　　　　市　　　　　布　　　　　布

→　洗タク回数(回)
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(5)　生糸の溶剤精練における水の影響

技　師　　福　永　奉　行

′へ
′  ヽ

り■■l■-
遍■■■■■p

1.緒　　　　　　言

近年溶剤加工に対する興味は著しく高まっているoこれ(JJi=場用水不足,水系加=の排水によ

る公害防止象　社会的問題が背景に横たわっている0　7 0年代貴大の革新技術への発展の可能性

を秘め,すでに多(の報文がだされている｡

しかし.絹に対する報文は殆んど見られたVl｡一般VL天然織経の場合は完全を非水化はできを

hとし1われ.少量の水を添加して,樹抜き,精練を行そうⅠ, C. Ⅰ社のMarkal Processが

紹介されてVlる｡

このようを現状において,非水相精練に対する基蔭的知見を得るために.一般の精練剤を用しへ

て絹の精練挙動について,水系の場合と比戟検討した0

2.試　験　方　法

2-1.使　用　原　糸

生　糸　21d　　　5009

2-2.嘩　用　溶　剤

㌔-､一､-一一1--㌔ ��嶌ｧx��沸点 侭NH��表面張力 ��X,h,ﾈｺIZb�

パークロールエチレン �4T3"ﾔ2洩�"�121-C ��緜#R�52 塔r繆���

ト1)クローノレエチレン �4�rﾒﾔ4T3"�87℃ ��紵�ィ�29 蔦sR脾�

2-5.使用精練剤

マノレセノレ石ケン

珪酸　ソ　ー　ダ

病性剤(ミ　ヨシ)べレテックス

2-4.精　練　処　方

試料約0.5才を採取し.あらかじめ所定の条件に保った冷却管付の1 5 i)cc試料ビンの中

に入れ-定時間処理を行なった後取bだし洗浄乾燥した9
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精　練　条　件

宿"_.刺

水

石　ケ　ン

活　鹿　剤

ip10- ｣豊十1-Q
〝

温　度　75℃　　　時　間　2hr

試験区12 .石ケン.珪酸ソーダ.活性剤硬用量は上記に同じ｡水中煮沸にて2

行たった｡

3.試　験　項　　目

5-1.練　　成　　率

処理前後の試料をそれぞれ1 D 5℃で5時間熱風乾煉機中に放置後.次式によb算出した

練滅率-
W　-　W

W
× 10〔)

但し　W :処尊前の絶乾重量
/

W :処理后の　　〝

5-2.強　　伸　　度

テンシロン強伸度試験機によ鋸矧定した｡

試験長　20耽れ/分　　　引張速度　40冊/分　　　容　量　2509

2 0回測定しその平均値を求めた0

5-5.染　　　色

試験芸4, a, 9. 10, 11の精錬后の試料について,同港にてパークロールエチレン洛中

で下記の処法によって染色を行ない,洗浄後乾燥した｡

条　件　　パークロールエチレン　　94　∝し

nr

染　aJ N 料硝

温　　　度　　85℃

6　Ce

D･1才　　　時　　間　　40分

0.5　9

100　　　　　0.6　cc

但し,染料はCoprantitc Blue　5RLL ( citB )の市販品を俵用した0

4.試　験　結　果　及び　考　察

4-1.非水相への水添加と練戒との関係

図1はトリクロールエチレン中に水を添加した場合,図2はパークロールエチレン中に水

を添加した場合の結果である｡

両者集に4-占啓水添加量で精練が急速に進んでいるo

llD

【図1コ　トリクロ-ルエチレンFPi,/C於ける水添加量と疎減

r図2コ　　パークロールエチIJン中に於ける水添加量と棟滅

.　..I....1　1...1tA1_▲､.tt_r】_I.I_,ll-_.ーLN.-‥._､.!r..､11ー1暮.ー.lー.I-ll-,_-I--,11､_A-1-1-I-～p1-1～･.･･･　-　l･1-11･--･.･-～-…････-･･-II1]



響

腎沸け　　-　･

セl)シソを膨潤させるには極性のある田子が必要と浸り.トリクロールエチレン, ,1｢ク

ロールエチレンは共に水に比して非極性溶剤である.そこで最初に考えられるのは水との混

合であるo少蚤の添加にょb練成は急速に進んでいる｡これは少量の水がセリシンを膨潤さ

せフィブロインからの脱落を容易にするたと思われる｡また添加農が少量のため実質的には

小浴比を形成する結果とモb精練剤等の織維表面にかける濃度を高め精練剤の浸透を有利に

してし(るためと考えられる｡この場合溶剤は助剤の輸送および加熱媒体の役割をしているo

しかし水と溶剤とは:2矧qL_別れ適当を乳化剤で分散させるか.横枠によるエマルジョンを

作る必要がある,他には極性の高いアルコール.ジメチルス)i,ホキサイド.直鎖の7ルキル

アミンや7-オン活性剤とエマルジョンを形成盲せる方法等.今後検討する必要がある.

図2で見られる水添加畳の増加にょる練減の減少は興味ある現象であb,何に起因してLn

るかば今回の実験では判明しをかった｡

4-2　非水楯への水添加と強伸庭との関係

結果は図5のとおbであるo試料としてはトリクロールエチレンを溶剤として梢坪を行在

ったものについて用いた｡

セリシンの残留してしつるものほど強九　伸度共大き(でている｡溶剤処理による強伸慶-

の影響はほとんど見られたかった0

r図5コ　　非水相への水添加と強何度

原　0　20　40　60　8D n 100

糸　トリクロづレエチレ叶の水
添加量

水(煮)

Jtリクレンのみ

原　0　2口　40　60
nUnU

80

糸　ト1)クローづレエチレつ中-め

水添加量

トりクレンのみ水(煮)
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r図4コ　非水相による精練時間と棟滅

r図5コ　精錬後試料の　染着性
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染色後の試料を分光光度計で涙射率を求めK/Sで染着畳を求めたo r ��r駑ｩ4��
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次のようを結論を得た, (1)溶剤-の水添加量は6秀添加でかをb良J,結果が得られたC 

■(2)強伸慶′＼の溶剤の影響は見られ浸かった, (3)精練後問は120分程度でかたb良し1結果が得られた〇 ��や�ｬ8��#蔦ｦ悩xｸ抱躡eﾘ蓼ﾇﾈﾇﾈ.�,ﾂ��i+鶇ﾜ��

(4)染色性は良好で濃色にも染めることができ.液の境拝によb淀も生じをho 一一一般に水の添加は10虜程度まで添加して行モわれてお9,画収も可能であるo ������8ﾘ684�4X6(6��
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溶剤精練の今後e)問題点は第1に活性剤(溶剤との相等性のある)の選定であ9,いか}j=る極 ��ｲ�2頽H4�8ﾘ8�褸4ｨ8｢�

性的溶剤の添加が効果的であるれまた継続浴使徹せ可能かどうか興味ある問題であるo �RﾓX処ﾟXﾔ�/b�
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GJ 2g物4 × 2C酢もts > 5W/m･乙

28ク2

緯糸配列①〇②rTu

密度　経　1噺.7BC7n　麓80qy5.78C･Hi

緯　　　動.78珊

通巾　　　　　95cm　　　　　仕上巾84cm

組織　　　　　平織

以上の設計に基づき製織した結果.シポの形状は大きく且つ高く.しかも単調で射ハものと

なE)形態安萱性に優れた立体感のある服地を得ることができた0

3.麻　月良　地

近年愛知川地区の上布関係は労働力不足により製織性が悪化し伸び悩んでいるため広rT]織機を

導入し高級婦人服地を生産するようになってきたo特に市場の要求は消費者の噂好により高級物

が求められるので当地区の夏物産地であるその技術を活用して絹物あるレゝは絹蘇混紡によ･/右もの

について当所が試作し,その指導により順調夜生産を行っている｡本年,は盛夏物には麻が一番良

しI'といわれている処より本麻服地を試作したo

原料　経糸　ラミー80Lq/l (加工糸)

練糸　ラミー808/1 (加=糸)

密度　経糸　　　8045y2.54CWt　麓40y254珊

練糸　　　47y2.54 Cnl

通巾　105m　織上巾98C7n　　仕上巾95cm

組織　紋紗

以上の設計に基づき試織し.味はシワに75:り易い欠点を有するため.これをカバーすべく絞り

染な行しへ予め折目を作って､着用後にできるシワを目立た浸くしたo絞り染IiL赤膏2色使いとし

た結果所期の目的を蓮するものが得られたo

なお.当製品を第1 0回全国繊維試験場試作および協力作品展に出品したところ通商産業大臣

賞を受賞した｡

122

5-5　染織　デザ　イ　ンに関する研究

技師　嶋　貫　佑　一

本年も継続事業として県特産秘扱ぐ麻ちぢみふとん地･ビロードコート地lについて.消費市

場での動向調査を行hl次季向の傾向を打診し,意向に基づし1て意匠デザインの研究試作を行っ

たoまた･季別的な流行予想色の調査研究をも合わせ行ったo

〔1)夏掛夜具地･座布団軌座布カバーの意匠デザインについて

方　　　法

時期的に8月を*,山¢現地消費市場での次季向の意向を打診するため,東泉名舌屡.京都.

大阪の各市場のデパート･百貨店を訪ね調査を行った○その結果･意匠デザイン面についての概

要は次のとお.bである.,

閲見関西と比較して,そう大差はたいようであbl全般に集約すると.趣味的怒感覚.懐古

趣味といった日本古来-の郷愁とt･へう形での和風感覚のものが見直されて来ているとしへえる-L具

体的にid:･草花詞を中心にした柄行が多く.それLrE古期的柄として名物裂やオリエント詞の柄

行も加わり.色彩面で虹7'JV一系統を中心とした清涼感を失わないよう多色を避けて七一,･し

た色任しへが望まれている0 -万,また最近の住居様式の変化につれてのモダンな感覚.ヤシ//層

にも受けるよう夜インチ1)ア詞の柄構成とそれに似合った色目のものも求められて来ているoこ

のようを調査結果を基にしてアイデ了の展軌デザイン試作研究を行しへ, 1 0月中私調査報告

とをかねて展示発表会を開催した｡

結　　　果

発表した試作図案4 5点は) -次季向のア,l TJァ資料として業界-配布提供し.新しく市場性を

求めるための研究開発資料と在ったo

(2)手触輸奈ビロードコート地の意匠デザインについて

方　　　法

時期的に1 2月初旬･主として京都市場の各問嵐商社を訪ねて,消費動向の調査を行ったn

意匠デザイン面についての概熱Tt次のとおりであるo

憤向として･草花嗣子の柄行が中心に在っておれ小付柄から中瓶さらに大柄-の動きが見
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ら-I-i,/;,n　邑針で(∴　白生地pj複染加工もこノて､ 2重たいL S包巨でC,r)卓彩三二包候いて｡呉服鷹覚

'C,柔7Jl･!ゝ満子卜例えば, 71iカシ調子)/;･L-/シ　しノ憲二LT,夢二LつてEいるT,禿染物て.1,コ- T地と

してカエフ,した慈覚ご1ノも:T_/ノ-,:I/凍り=,-ILて■-ゝ′こ.0　--凝':.転由j=染出と/がてき.も点とJ∴う√ニこて､

字染牲二ノ､､気がち√}ようで=最5,､号た.ヤング唇向学Kd.喜賊展覧こ1)も∫こノも必要こ/:I-/TL^LAl～ ▲,圭,

長上JJ諾査;-;らデサイ/試作研究-L',_･ ‡こ､こ;.L,:い, ‖∃下旬,弼為さ報告と合iノ1 rて展示発表LE:-uT_粍

燈した｡

･:I.:_　　　　Ll:

発表し1t試作図案? Lr,,黄点業界-､t:Ir:布しノ∴;rTt季向きの製品づくLJt ,新L 1/鴻碍†呈ミニ末だlふたp･ll

む賃勘となった｡

(3)　兼行予想色の調査研究について

Jafca 〔日苛克行Ei協会､1資料を参考として演壇し,産地向きrJ予想白扇l司整し.色彩面で

LrJ研究資料として業祭-配布提供Lた,,

傾同として恵. 17 1年, 17 2年か:I,引き鰍:､でtて栗でj,･る剰戟Flrrl頂.冴えた牽かな短詞に加え

て. Jiらに明るさ.灰色忠常lJLたペIIテル/謁tZ)覗.三)レ1邑謁が禁しい行席的な亀として台顕して莱

ていも｡素直夜季節蓑乳　5然号恵と.車間JT'明るJ昌こ主張をもたせてノ-.るっ新装商品とLて!i,

慶稚桑イメーl>L,Lと,/}う点から柔か■一つ第千を主張している｡
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座布団地
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